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－ 1 －

推薦入学試験作文題

平成27年度
1．推薦入学試験
作文は、400字詰め原稿用紙１枚──40分
○文教──────────────
○スポーツ───────────── 「中学校の思い出」
○総合──────────────

2．自己推薦入学試験
作文は、400字詰め原稿用紙１枚──40分
○文教─────────────── 「中学校の思い出」

平成28年度
1．推薦入学試験
作文は、400字詰め原稿用紙１枚──40分
○文教──────────────
○スポーツ───────────── 「高校生活の抱負」
○総合──────────────

2．自己推薦入学試験
作文は、400字詰め原稿用紙１枚──40分
○文教─────────────── 「高校生活の抱負」

平成29年度
1．推薦入学試験
作文は、400字詰め原稿用紙１枚──40分
○文教──────────────
○スポーツ───────────── 「あなたの高校生活の抱負」
○総合──────────────

2．自己推薦入学試験
作文は、400字詰め原稿用紙１枚──40分
○文教─────────────── 「あなたの高校生活の抱負」
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－ 2 －

数
学
平
成
27

平成 27年度　東北高等学校　入学試験問題　一般Ａ日程

数　　学

解答注意

1.　問題は全部で 20問あります。

2.　□の中の答えは，0から 9までの数字および，－の符号のいずれか 1つが入ります。

3．答えは，解答シートに記入しなさい。

例 1．□□に 29 と答えたいとき。

例 2．□√□に 2 √6と答えたいとき。

例 3．□□□に－24と答えたいとき。

例 4．□□／□□に－－と答えたいとき。

例 5．□□に 123 と入る答えはありません。

数字の記入例

○印の部分を注意してください。

1
13

分子 分母

例１． 例 2．

例 3．

例 4．
分子 分母

 次の問いに答えなさい。

⑴  4＋（－6）－（－3）　を計算しなさい。

⑵  5－（－2）3÷（－4）　を計算しなさい。

⑶     3 ×   6 － 6    2 　を計算しなさい。

⑷  a＋2b  3  ＋ a－b  
5    を簡単にしなさい。

⑸  x＝－7のとき，x  2－6 x＋ 9　の値を求めなさい。

1

√ √ √

x

O

98°
32°

 次の問いに答えなさい。

⑴  2：3＝（x－4）：9　を満たす x の値を求めなさい。

⑵  現在，父の年齢は子どもの年齢の 8倍です。今から 3年後には，父の年齢は子どもの年

齢の 5倍になります。現在の子どもの年齢は何歳ですか，答えなさい。

⑶  連立方程式    
x＋2 y＝8

3 x－y＝－11
 を解きなさい。

⑷  2 次方程式 x  2＋3 x－10＝0 の小さい方の解が，2次方程式 x  2＋2 ax＋15＝0 の 1 つの

解になるとき，a の値を求めなさい。

⑸  下の図において，∠ x の大きさを求めなさい。ただし，点Oは円の中心とします。

2
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－ 3 －

y

PO

y＝ax 2

A B

CD

x

 下の図のように，放物線 y＝ax  2 があります。点A（－2，2），B，Cはこの放物線上にあ

り，点Dは y 軸上にあります。線分ABと線分 CDはともに x 軸に平行になっており，四

角形ABCDは平行四辺形です。点 Pは x 軸上にあり，その x 座標が 6であるとき，次の問

いに答えなさい。ただし，座標軸の単位の長さは 1 cmとします。

⑴  a の値を求めなさい。

⑵  点 Cの座標を求めなさい。

⑶  平行四辺形ABCDの面積を求めなさい。

⑷  点 Pを通り，平行四辺形ABCDの面積を 2等分する直線の式を求めなさい。

3

E

F

A

B C

D

 図のように，AD＝12 cmの長方形ABCDがあります。辺BC上に BE：EC＝1：2とな

る点 Eをとり，線分AEと線分 BDとの交点をFとします。AE＝8 cmであるとき，次の

問いに答えなさい。

⑴  ∠ AEBの大きさを求めなさい。

⑵  線分ABの長さを求めなさい。

⑶  四角形 CDFEの面積を求めなさい。

4

 袋の中に青玉 2個，赤玉 3個，白玉 1個が入っています。

⑴  この袋の中から玉を 1個取り出すとき，赤玉である確率を求めなさい。

⑵  この袋の中から同時に玉を 2個取り出すとき，同じ色の玉である確率を求めなさい。

⑶  この袋の中から同時に玉を 2個取り出すとき，少なくとも 1個は青玉である確率を求め

なさい。

5
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－ 4 －

数
学
平
成
28

平成 28年度　東北高等学校　入学試験問題　一般Ａ日程

数　　学

解答注意

1.　問題は全部で 20問あります。

2.　□の中の答えは，0から 9までの数字および，－の符号のいずれか 1つが入ります。

3．答えは，解答シートに記入しなさい。

例 1．□□に 29 と答えたいとき。

例 2．□√□に 2 √6と答えたいとき。

例 3．□□□に－24と答えたいとき。

例 4．□□／□□に－－と答えたいとき。

例 5．□□に 123 と入る答えはありません。

数字の記入例

○印の部分を注意してください。

1
13

分子 分母

例１． 例 2．

例 3．

例 4．
分子 分母

 次の問いに答えなさい。

⑴ 5×（－3）＋7　を計算しなさい。

⑵  －  3 2  
 2

＋  4 3  ÷  
2 
5  －  

5 
6  　を計算しなさい。

⑶ 4    3 × 2    2 －   54  　を計算しなさい。

⑷ －3（a－5 b）＋4（2 a－3 b）　を簡単にしなさい。

⑸ x＝ 5 4  ，y＝－ 1 5   のとき，（3 x＋2 y）
 2－（9 x＋y）（x－y）－5 y  2  の値を求めなさい。

1

√ √ √

 次の問いに答えなさい。

⑴      24 n  が自然数になるような，最も小さい自然数 n の値を求めなさい。

⑵  スーパーで，1パック 140 円の卵 2パックと牛乳 2本を買って 1000 円を出したところ，

おつりは 360 円でした。牛乳 1本の値段を求めなさい。ただし，消費税は考えないものと

します。

⑶  連立方程式    
3 x＋5 y＝8

4 x－3 y＝30
  を解きなさい。

⑷  ある正の整数に 3を足して 2乗するところを，誤ってその数に 3を足して 2倍してし

まったので答えは 120 小さくなってしまいました。ある正の整数を求めなさい。

⑸  下の図において，∠ x の大きさを求めなさい。ただし，点Oは円の中心とします。

2

√

x

O

66°
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－ 5 －

y

P

O

AB C

①

x

②

 下の図で，①は放物線 y＝ax  2，②は直線のグラフです。点A，Bは①と②の交点，点C

は②と y 軸の交点とします。点 Pは①の関数上にあり，P （－3，3）です。AB＝12 cmのと

き，次の問いに答えなさい。ただし，座標軸の単位の長さは 1 cmとします。

⑴  a の値を求めなさい。

⑵  点 Aの座標を求めなさい。

⑶  △OPAの面積を求めなさい。

⑷  線分 OA上に点Qを，△OCQと△ABQの面積が等しくなるようにとります。このと

き，OQの長さを求めなさい。

3

─ 3 ─

は②と　軸の交点とします。点 Pは①の放物線上にあり，P（－3，3）です。AB＝12ｃｍの

とき，次の問いに答えなさい。ただし，座標軸の単位の長さは 1ｃｍとします。

y

　下の図で，①は放物線　　　　，②は　軸に平行な直線のグラフです。点Ａ，Ｂは①と②

の交点，点Ｃは②と　軸の交点とします。点Ｐは①の放物線上にあり，Ｐ（－3，3）です。AB

＝12ｃｍのとき，次の問いに答えなさい。ただし，座標軸の単位の長さは１ｃｍとします。

y＝ax  2 x

y

E F

A

B G C

D

 図のように，1辺の長さが 8 cmの正方形ABCDがあります。BG：GC＝1：3，EF‖GC

であるとき，次の問いに答えなさい。

⑴  対角線ACの長さを求めなさい。

⑵  線分 EFの長さを求めなさい。

⑶  四角形ABGEの面積を求めなさい。

4

・ Aのさいころで偶数が出たらその数の 2倍を得点とします。Bのさいころは出た目

の数を得点とします。

・ Aのさいころの得点を a とし，Bのさいころの得点を b とします。

 2 つのさいころA，Bを 1回だけ同時に投げて，以下のルールに従ってゲームを行います。

このとき，次の問いに答えなさい。

⑴  a＋b＝6となる確率を求めなさい。

⑵     ab   が自然数になる確率を求めなさい。

⑶  a+b ＞ ab となる確率を求めなさい。

5

√
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－ 6 －

数
学
平
成
29

平成 29年度　東北高等学校　入学試験問題　一般Ａ日程

数　　学

解答注意

1.　問題は全部で 20問あります。

2.　□の中の答えは，0から 9までの数字および，－の符号のいずれか 1つが入ります。

3．答えは，解答シートに記入しなさい。

例 1．□□に 29 と答えたいとき。

例 2．□√□に 2 √6と答えたいとき。

例 3．□□□に－24と答えたいとき。

例 4．□□／□□に－－と答えたいとき。

例 5．□□に 123 と入る答えはありません。

数字の記入例

○印の部分を注意してください。

1
13

分子 分母

例１． 例 2．

例 3．

例 4．
分子 分母

 次の問いに答えなさい。

⑴ （－5）× 4 ＋ 4　を計算しなさい。

⑵  －  1 2  
 3

＋  5 4  ÷  
5 
2  －  

7 
16 　を計算しなさい。

⑶ 7    5 × 3    3 －   60  　を計算しなさい。

⑷ 3（ x－2 y）－5（ x－4 y）　を簡単にしなさい。

⑸ x＝ 3 4  ，y＝－ 1 4   のとき，x  3y＋2 x  2y  2＋ xy  3  の値を求めなさい。

1

√ √ √

 次の問いに答えなさい。

⑴     243 
n
  が自然数になるような，自然数 n の個数を求めなさい。

⑵  2 けたの正の整数があります。その整数は， 各位の数の和が 12 で， 十の位の数と一の位

の数を入れかえた整数は， もとの整数より 18 大きくなります。もとの整数を求めなさい。

⑶  2 次方程式 x  2－7 x－60＝ 0　を解きなさい。

⑷  関数 y＝2 x  2 において，x の変域が－1≦ x ≦ 3のとき，y の変域を求めなさい。

⑸  下の図において，∠ x の大きさを求めなさい。ただし，点Oは円の中心とします。

2

x

O

23°

96°

問題2017年̲2009年発行  17/04/20  10:03  ページ 6



－ 7 －

①

A

y

B

O
x

4

1

2

 下の図で， ①は関数 y＝ax  2 のグラフで， a は正の数です。①のグラフ上に 2点A ， B が

あり， 点 Aの座標は （ 2 ， 1 ） で， 点 Bの y 座標は 4です。このとき， 次の問いに答えなさい。

⑴  a の値を求めなさい。

⑵  △OABの面積を求めなさい。

⑶  ①のグラフ上に 2点A ， B とは異なる点 Pを，△OAPの面積が△OABの面積と等し

くなるようにとります。点 Pの座標を求めなさい。

⑷  点 Oを通り，△OAPの面積を 2等分する直線の式を求めなさい。

3

E

F

H

A

10 cm

10
cm

6 cmB

G

C

D

 図のような平行四辺形ABCDがあります。点Aから辺BCに垂線をひき，辺BCと 

の交点を EとするとBE＝ 6 cm ，EC＝10 cmとなります。また，Fは辺AD上の点で， 

AF：FD＝ 3：5 です。点 Fから辺 BCに垂線をひき，線分DE ， 辺 BCとの交点をそれぞれ

G ， H とします。次の問いに答えなさい。

⑴  線分AEの長さを求めなさい。

⑵  線分 GHの長さを求めなさい。

⑶  四角形 CDGHの面積を求めなさい。

4

 大きさの違う 2つのさいころを 1回だけ同時に投げ，大きいさいころの出た目の数を a  ，

小さいさいころの出た目の数を b とします。このとき，次の問いに答えなさい。

⑴  a＋b の値が素数になる確率を求めなさい。

⑵  ab の値が奇数になる確率を求めなさい。

⑶  a  
b
  の値が自然数になる確率を求めなさい。

5
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－ 8 －

数
学
解
答

数 学 解 答

＋ ＋

＋＋

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

平成28年度

東北高等学校 数学A日程 解答シート

氏　　　名

1

3

4

5

2

・
・

・
・

・
・

・
・
・
・
・
・ ⑴

・
・

・
・

分母分母 分子分子
・
・

・
・⑵

分母分子
・
・
・
・

・
・

・
・⑶

分母分子

⑴ ⑵ ・
・⑶ ・

・
・
・⑸⑷

⑸

⑴ ⑵・
・

・
・
・
・
・
・n ＝ ⑶ ⑷・

・x ＝ ・
・
・
・

・
・y ＝ ，

°

⑴

円

㎝２

⑶

a ・
・

・
・

・
・

⑴ ⑶

⑷

・
・

・
・

・
・

・
・
・
・

・
・
・
・a ＝ ∠x＝ 

分母分子

・
・
・
・⑵ ・

・

分母分子

√̄・
・

分子 分母

，⑵（ ）

b

㎝√̄・
・

・
・ ㎝ ㎝√̄・

・
・
・

＋

㎝２

・
・

受験
番号

平成28年度
【解答シート】

【解 答】
1 ⑴ －8 ⑵ 19／4 ⑶ 5� 6
⑷ 5 a + 3 b ⑸ －5

2 ⑴ n＝6 ⑵ 180円
⑶ x＝6，y＝－2 
⑷ 9 ⑸ ∠x＝24°

3 ⑴ a＝1／ 3 ⑵ （6，12）
⑶ 27㎠ ⑷ 4� 5㎝

4 ⑴ 8√2㎝ ⑵ 24／7㎝ ⑶ 152／7㎠

5 ⑴ 1／9 ⑵ 2／9 ⑶ 11／36

＋ ＋

＋＋

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・
・

平成29年度

東北高等学校 数学A日程 解答シート

氏　　　名

1

3

4

5

2

・
・
・
・

・
・

・
・

・
・

分母分子
・
・

・
・⑵

分母分子

⑴ ⑵ ・
・
・
・⑶

・
・⑵

⑷

⑸

⑵ ・
・
・
・ ⑶

⑷

・
・
・
・x ＝ ・

・
・
・

・
・

・
・
・
・

⑴ ・
・ x ＝ 

≦ y ≦

，

°

個

㎝２

⑴ ・
・
・
・

・
・

分母分子

⑶

x・
・

・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

⑷ ⑶⑴・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・
・y ＝ x

∠x＝ ・
・

・
・⑴ a ＝ 

分母分子

分母分子

√̄￣̄̄

分子 分母

，⑶（ ）

y

㎝・
・ ⑵ ㎝・

・

＋

・
・

受験
番号

・
・
・
・

・
・
・
・⑸ ・

・
・
・

分母分子

（ ）

（順不同）

平成29年度
【解答シート】

【解 答】
1 ⑴ －16 ⑵ －1／16 ⑶  19�15

⑷ －2 x +14 y ⑸ －3／64

2 ⑴ 3個 ⑵ 57 ⑶ x＝12, x＝－5
⑷ 0≦ y≦18 ⑸  ∠x＝25°

3 ⑴  a＝1／4 ⑵ 6 ⑶（6，9）

⑷ y＝5／4 x

4 ⑴ 8㎝ ⑵ 3㎝ ⑶  31㎠

5 ⑴ 5／12 ⑵  1／4 ⑶ 7／18
分母分子

分母分子

分母分子

分母分子

分母分子

分母分子 分母分子

＋ ＋

＋＋

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

・
・

平成27年度

東北高等学校 数学A日程 解答シート
受験番号

氏　　　名

1

3

4

5

2

・
・

・
・⑴

・
・

・
・

分母分子
・
・
・
・

・
・⑵

分母分子
・
・

・
・⑶

分母分子

⑵

⑴ ⑵ ・
・
・
・⑶ ・

・
・
・
・
・⑸⑷

⑸

⑴ ⑵・
・
・
・

・
・x ＝ ⑶ ⑷・

・
・
・x ＝ ・

・
・
・y ＝ a ＝ ，

°

・
・

・
・

・
・

・
・⑴

・
・

・
・ ㎝２

歳

㎝２

⑶ √̄

a ・
・

・
・

・
・
・
・

⑴ ⑶

⑷

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・
・a ＝ ∠x＝ 

∠A E B ＝ A B ＝ y ＝ x

分子 分母

√̄・
・

分子 分母

，⑵ （ ）

・
・

b

Ｃ

° ㎝√̄・
・

・
・

＋

＋

平成27年度
【解答シート】

【解 答】
1 ⑴ 1 ⑵ 3 ⑶ －3 � 2

⑷ 8 a＋7 b／15 ⑸ 100

2 ⑴ x＝10 ⑵ 4歳 ⑶ x＝－2，y＝5
⑷ a＝4 ⑸ ∠x＝17°

3 ⑴ a＝1／2 ⑵ ｃ（4，8） ⑶ 24㎠
⑷ y＝－x＋6

4 ⑴ ∠AEB＝60°⑵ 4 � 3㎝
⑶ 22 � 3

5 ⑴ 1／2 ⑵ 4／15 ⑶ 3／5

分子 分母

分母分子 分母分子分母分子

分母分子

分母分子 分母分子

分母分子

分母分子 分母分子

分母分子

分母分子
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平成 27年度　東北高等学校　入学試験問題　一般Ａ日程

英　　語

解答注意
１.　問題は全部で 40 問
あります。

２.　答えは，問題の指
示に従って，番号で解
答シートに記入しな
さい。

解答シートへの記入例

例題 1．　（　　）に入る適語を①～④から選びなさい。
　He（　　）not at home now.
　①　was　　②　does　　③　are　　④　is

　　正解は④ですから，解答欄に 4を記入します。

例題 2．下記の日本文に合うように，（　　）内の語を並
べかえた時，1番目と 3番目にくる語を番号で答
えなさい。

　It（①　fine　　②　today　　③　is）.
　今日は天気がいい。

　　正解は 1番目が③で，3番目が②となりますから，解
答欄には右のように記入します。

例題 1
⇩

例題 2
⇩
1.    3.

数字の記入例

○印の部分を注意してください。

1 　それぞれの語の最も強く発音する部分を選んで、番号で答えなさい。

１）pho - to - graph ２）nec - es - sar - y ３）pop - u - lar
　　 ①　 ②　 ③ 　　 ①  ②  ③  ④ 　　 ①  ② ③

４）con - ven - ience
　　 ①    ②    ③

2 　次の各組の下線部の発音が同じであれば１、異なっていれば２の番号で答えなさい。

１）break － weather ２）know － now ３）love － sun

４）famous － house ５）useful － pass

3 　次のそれぞれの英文の（　　　）に適するものを①～④から選び、番号で答えなさい。

１）There are some boys （　　　）soccer in the park.

①　play ②　plays ③　played ④　playing

２）My brothers （　　　）TV now.

①　watches ②　is watching ③　are watching ④　was watching

３）I have a bag that（　　　）in China.

①　made ②　was made ③　is making ④　makes

４）My father and I （　　　）big fans of this baseball team.

①　is ②　am ③　are ④　was

５）Kevin （　　　） in Japan since 2011.

①　live ②　lived ③　have lived ④　has lived
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６）We enjoyed （　　　） to the music after dinner.

①　to listen ②　listening ③　listen ④　listened

７）Mr. Brown is（　　　）teacher.

①　an ②　English ③　not ④　our

８）（　　　）you going to stay here for a week ?

①　Will ②　Did ③　Do ④　Are

4 　それぞれの質問に対する答えで最も適しているものを選び、番号で答えなさい。

１）Whose book is that ?

①　It’s an interesting book.

②　It was written by Natsume Soseki.

③　It’s my brother’s.

④　It’s 1000 yen.

２）What time do you get up every day ?

①　I got up at seven.

②　I get up at seven.

③　I get up earlier than my mother.

④　It’s seven o’clock now.

３）Where does your grandfather live ?

①　He lived in Osaka. 

②　He is seventy years old.

③　He was a math teacher.

④　He lives in New York.

４）What is your favorite color ?

①　I have a red bike.

②　It’s a black dog.

③　It’s cloudy.

④　It’s blue.

５）What will you do this afternoon ?

①　I play the piano.

②　We will go shopping together.

③　I studied English.

④　We have already had lunch.

5 　次の説明を表す語を①～④から選び、番号で答えなさい。

１）the person who is the brother of your father or mother

①　brother ②　father ③　uncle ④　son

２）one of the tools that are used in tennis

①　racket ②　guitar ③　table ④　box

３）the month which comes after February

①　January ②　March ③　April ④　June
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6 　 日本語に合うように（　　　）内の語を並べ替え、２番目と４番目にくるものをそれ
ぞれ番号で答えなさい。（文頭にくる語も小文字で表記しています。）

１）駅にはどうやったら行けますか。

（ ①　get ②　how ③　station ④　can ⑤　the 

  ⑥　I ⑦　to ） ?

２）英語を勉強することは楽しい。

（ ①　is ②　study ③　it ④　English ⑤　fun 

  ⑥　to ）.

３）私はあなたに一緒に来てほしい。

（ ①　come ②　I ③　you ④　want ⑤　with 

  ⑥　to ⑦　me ）.

４）何か食べるものをください。

（ ①　eat ②　me ③　give ④　something ⑤　to ）.

５）彼は最も上手な選手の１人です。

（ ①　players ②　he ③　of ④　the ⑤　best 

  ⑥　one ⑦　is ）.

7 　次の対話文を読み、問いに答えなさい。

Mother ：Roy, do you have some time now ?  *I have a favor to ask you.

Roy ：Yes, Mom.  What is it ?

Mother ：I *forgot to buy eggs.  Please go and buy them at the store.  I’m going to 

make a cake this afternoon.

Roy ：All right.

Mother ：Here are 1000 yen.  Can you buy some apples, too ?

Roy ：OK.  *Anything else ?

Mother ：No.  Oh, wait.  アあなたの学校の近くの店は今日は閉まっています。　So 

you must go to the store （　イ　） front of the station.

Roy ：Really ?  Is it far from here, *right ?

Mother ：That’s right.  It takes about thirty minutes *on foot.

Roy ：OK.  I’ll go （　ウ　） bike.  *Bye, Mom.

注釈）I have a favor to ask you.　頼みがあるの。

　　　forgot　forget の過去形 Anything else ?　他には？

　　　～ right?　～ですよね。 on foot　徒歩で Bye　行ってきます

１）下線部アの日本語になるように下の英文の（　　　）内の語を並べ替えるとき、

３番目と５番目にくる語の番号を書きなさい。

（ ①　school ②　closed ③　store ④　is ⑤　near

  ⑥　the ⑦　your ） today.

２）（　イ　）（　ウ　）に入る適切な語を、次の①～④から選び、番号で答えなさい。

①　from ②　on ③　in ④　by

３）次の①～④が対話文の内容に合っていれば１、違っていれば２の番号で答えなさ

い。

①　ロイの母は卵を買って来るのを忘れた。

②　ロイの母は今日の午後、ケーキを買いに行く予定である。

③　ロイの母はロイに卵とリンゴを買うように頼んだ。

④　ロイは歩いて買い物に行くことにした。
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8 　次の英文を読んで、下の設問に答えなさい。

Hello, everyone.  I’m going to talk about my future dream today.  My dream is to 

be a doctor.  Why ?  I’ll tell you ア the reason.

About three years ago, I was watching a TV program.  It was the program about 

*medical service all over the world.  There are a lot of people who can’t receive 

medical service for *various of reasons.  Some of them were *poor, and others were 

injured because of wars or *disasters.  They can’t go to the hospital, or they have 

lost their hospitals.  Most of them were *dying.  I was shocked.  イ And the program 

（ ①　working　②　some　③　volunteers　④　to　⑤　introduced　⑥　help ） 

them.  I （　ウ　） interested in the volunteers.

*Doctors Without Borders is *NPO built in France in 1971.  A lot of doctors all 

over the world are working as members.  エ In 1999 Doctors Without Borders 

received the *Nobel Prize.

Before, Doctors Without Borders wasn’t （　オ　） well in Japan.  Only a few 

members were working when they had the Japanese *office in 1992.  After that, 

more and more members joined them, now a lot of people are working.  Dr. Kanto 

Tomoko is the first Japanese doctor that joined Doctors Without Borders.  She 

worked at the *refugee camp in the foreign countries and so on.  In 1999, she visited 

her old school, and told about her job to children.  She told that medical volunteers 

could *get into danger.  One child asked her, “If you are killed, will you *regret your 

*decision ?”  She answered, “No.  I will （　カ　） regret because キ it is my decision.”

There are a lot of people in need all over the world.  Terrible things happen all 

over the world every day.  But if more people work to help other people in need 

across borders, this world will be better.  So I want to be a doctor to help those 

people in the future.  And I hope that I can work without regretting my decision 

like Kanto Tomoko.

注釈：medical　医療の　　various　さまざまな　　poor　貧しい

　　　disaster（s）　災害　　dying　die の ing 形

　　　Doctors Without Borders　国境なき医師団　　NPO　特定非営利活動法人

　　　Novel Prize　ノーベル賞　　office　事務局　　refugee camp　難民キャンプ

　　　get into danger　危険な目にあう　　regret　後悔する　　decision　決心

１）下線部アについて具体的に述べている１文を、本文中から抜き出したとき、文頭

にくる語を、次の①～④から選び、番号で答えなさい。

①　But ②　Some ③　So ④　After

２）下線部イが意味の通る英文になるように、（　　　）内に示された語を並べ替え、 

（　　　）内で４番目にくる語を番号で答えなさい。

３）ウとオの（　　　）に入る適切な語を、次の①～④から選び、番号で答えなさい。

ウ（ ①　get ②　got ③　gotten ④　getting ）

オ（ ①　know ②　knew ③　known ④　knowing ）

４）下線部エを次のように書きかえるとき、（　　　）内に入る最も適切な語を、次

の①～④から選び、番号で答えなさい。

The Novel Prize was（　　　）to Doctors Without Borders in 1999.

①　used ②　made ③　given ④　sent

５）カの（　　　）に入る最も適切な語を、次の①～④の中から１つ選び、番号で答

えなさい。

①　no ②　be ③　almost ④　never

６）下線部キの内容と最も合うものを、次の①～④から１つ選び、番号で答えなさい。

①　I decided to tell about her job.

②　I decided to die there.

③　I decided to join Doctors Without Borders.

④　I decided to write about Doctors Without Borders.
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平成 28年度　東北高等学校　入学試験問題　一般Ａ日程

英　　語

解答注意
１.　問題は全部で 40 問
あります。

２.　答えは，問題の指
示に従って，番号で解
答シートに記入しな
さい。

解答シートへの記入例

例題 1．　（　　）に入る適語を①～④から選びなさい。
　He（　　）not at home now.
　①　was　　②　does　　③　are　　④　is

　　正解は④ですから，解答欄に 4を記入します。

例題 2．下記の日本文に合うように，（　　）内の語を並
べかえた時，1番目と 3番目にくる語を番号で答
えなさい。

　It（①　fine　　②　today　　③　is）.
　今日は天気がいい。

　　正解は 1番目が③で，3番目が②となりますから，解
答欄には右のように記入します。

例題 1
⇩

例題 2
⇩
1.    3.

数字の記入例

○印の部分を注意してください。

41

1 　それぞれの語の最も強く発音する部分を選んで、番号で答えなさい。

１）fam - i - ly ２）to - mor - row ３）Jap - a - nese
　　 ①   ② ③ 　   ①　②　  ③ 　    ①            ②     ③

４）es - pe - cial - ly
　　①   ②　③　④

2 　次の各組の下線部の発音が同じであれば１、異なっていれば２の番号で答えなさい。

１）enough － fourteen ２）cold － old ３）fact － camera

４）spoon － wood ５）thirty － bath

3 　次のそれぞれの英文の（　　　）に適するものを①～④から選び、番号で答えなさい。

１）He（　　　）a newspaper now.

①　read ②　reads ③　is reading ④　was reading

２）You should（　　　）there right now.

①　go ②　going ③　are going ④　are going to go

３）English is the（　　　）interesting subject of all.

①　more ②　much ③　most ④　much more

４）How （　　　）boys are there in the classroom?

①　many ②　much ③　long ④  often

５）Thanks （　　　） inviting us.

①　of ②　by ③　to ④　for
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６）I’m （　　　） for my notebook.

①　going ②　looking ③　using ④　watching

７）Please send me an e-mail（　　　）you want to join our volunteer.

①　but ②　and ③  because ④  if

８）The girl （　　　） the piano over there is my sister.

①　plays ②　playing ③　played ④　has played

4 　それぞれの質問に対する答えで最も適しているものを選び、番号で答えなさい。

１）How is the weather today?

①　Yes, I like it.

②　It’s rainy.

③　It’s fifteen.

④　Sounds good.

２）Which will you study, math or English?

①　Yes, I studied math.

②　I always study at twenty.

③　I’ll study English.

④　I study hard.

３）Can I open the window?

①　Yes, please.

②　Yes, I can.

③　Yes, let’s.

④　I don’t think so.

４）Shall we eat lunch at cafeteria?

①　We can eat lunch at twelve.

②　No, I’ve never been there.

③　Of course.

④　No thank you.

５）Which season do you like the best?

①　I like swimming the best.

②　I think that it’s important for us.

③　I like summer better than winter.

④　I like spring the best.

5 　次の説明を表す語で最も適切なものを選び、番号で答えなさい。

１）the building that has a lot of books

①　supermarket ②　station ③　restaurant ④　library

２）when you want to talk to someone, you use it

①　phone ②　bike ③　dictionary ④　computer

３）the thing that teachers give us after we finished the class

①　subject ②　homework ③　school festival ④　club
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6 　 日本語に合うように（　　　）内の語句をならべかえ、２番目と４番目にくるものを
それぞれ番号で答えなさい。（文頭にくる語も小文字で表記しています。）

１）私は映画を見ることに興味があります。

（①　watching ②　I’m ③　in ④　interested ⑤　movies）.

２）私たちはここで写真をとってはいけません。

（ ①　take ②　pictures ③　we ④　not ⑤　must 

⑥　here）.

３）その緊迫した試合は私たちを興奮させました。

（ ①　game ②　us ③　exciting ④　the ⑤　excited 

⑥　made）.

４）このかわいい犬は「シロ」と呼ばれています。

（ ①　this ②　Shiro ③　is ④　dog ⑤　called 

⑥　cute）.

５）彼は中国語を話すことができます。

（ ①　speak ②　is ③　he ④　to ⑤　able 

⑥　Chinese）.

here）.

）

.

7 　次の対話文を読み、問いに答えなさい。

Bob ：Hi, Emma.  What are you doing here?

Emma ：Hi, Bob.  I’m thinking about a birthday present for my mother.

Bob ：I see.  アあなたはすでに何を買うか決めましたか？

Emma ：Yes, my mother has used her *apron for many years, so I want to buy 

new one.

Bob ：That’s good!  Oh, I remember my mother’s birthday is next month.  I also 

（　イ　） to think about that.

Emma ：It is very important for us to show the feeling of thanks.

Bob ：I think so too.  I’m going to write a letter to my mother because I don’t 

thank her these days.

Emma ：It’s wonderful.  In addition, you are （　ウ　） at cooking.  *Why don’t you 

cook dinner for your mother?

Bob ：That’s nice idea!  I’ll do that.

注釈）apron　エプロン Why don’t you　～するのはどうですか

１）下線部アの日本語になるように下の英文の（　　　）内の語を並べ替えるとき、

３番目と５番目にくる語の番号を書きなさい。

Have（ ①　decided ②　to ③　what

　　　 ④　you ⑤　yet ⑥　buy）?

２）（　イ　）（　ウ　）に入る適切な語を、次の①～④からそれぞれ 1 つずつ選び、

番号で答えなさい。

（　イ　）　①　like ②　need ③　hope ④　continue

（　ウ　）　①　good ②　important ③　necessary ④　kind

問題2017年̲2009年発行  17/04/20  10:03  ページ 15



－ 16 －

英
語
平
成
28

３）次の①～④が対話文の内容に合っていれば１、違っていれば２の番号で答えなさい。

①　エマは父への誕生日プレゼントを考えている。

②　感謝の気持ちを示すことは私たちにとってとても大切だとエマは言っている。

③　ボブは最近母へ感謝をしていないから母へ手紙を書くつもりである。

④　ボブはエマのアイデアを受け入れて、母へ朝食を作るつもりだ。

8 　 次の英文は、和
かず

也
や

が北海道でペンションを経営している祖父母を手伝いに行ったとき
の話です。次の英文を読んで下の設問に答えなさい。

During summer vacation, I visited my *grandparents who lives in Furano.  I was 

looking forward（　ア　）them.  When I got to their house, they welcomed me.  ‘‘Hi, 

Kazuya.  How are you?  I’m glad to see you again.’’  My grandmother said.  ‘‘I’m fine.  

I’ll *do my best here.’’  Then she took me to the room and I rested there for a while.

In the afternoon, イ（told / to / clean / the / she / me / kitchen）.  But I didn’t 

know the good way of cleaning, so she carefully taught me how to clean.  Thanks to 

her advice, I could enjoy cleaning.  After that, I helped ① them with the dinner.  

When I was carrying two cups, I *dropped them because of my *carelessness.  ‘‘I’m 

sorry.  I’ll be more careful.’’  I thought I was *scolded by him.  However, he said, 

‘‘That’s all right.  Kazuya, everyone makes a mistake.  You can learn from own 

mistake.’’  And she said, ‘‘I think so too.  Don’t worry about ウ that.  I dropped about 

one thousand cups when I was young!’’  We エ（be laugh）at each other.

On that day, many *guests who traveled Furano visited us, so we were busy.  I 

carried some *dishes and washed ② them, he cooked for the guests, she explained 

the dinner to them.  When she talked with them, she introduced me.  ‘‘This is our 

grandchild.  He came here to help us today.  He’s a good boy.  We are proud of him.’’  

I was so *embarrassed.  One guest said, ‘‘I’m sure that.  オ（as / a / who / as / is / I 

/ you / old / have / son）.  I think he cannot do the same work.’’  I said, ‘‘Thank you 

very much.  My grandparents always teach me well, so I can do it *somehow.’’  

They seemed to be glad to hear my word.

After all guests returned to their room, we had dinner.  I told ③ them about 

*various things.  For example, school days, *club activities, my family, and so on.  

They were listening to my stories with a smile.  I really had a good time.  This 

experience is one of the most important event for me.  I’m going to visit ④ them 

again in this winter vacation!

注釈：grandparents　祖父母　　do my best　最善をつくす　　drop　落とす

　　　carelessness　不注意　　scold　しかる　　guest　宿泊者　　dish　皿

During summer vacation, I visited my  grandparents who live in Furano.  I was*

“That’s all right.  Kazuya, everyone makes mistakes.  You can learn from your own

After all guests returned to their rooms ,  we had dinner.

experience is one of the most important events for me .
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　　　embarrassed　恥ずかしい　　somehow　どうにかして　　various　さまざまな

　　　club activities　部活動

１）アの（　　　）に入る最も適切な語（句）を、次の①～④の中から１つ選び、番

号で答えなさい。

①　visit ②　visiting ③　to visit ④　to visiting

２）下線部イ、オが意味の通る英文になるように、（　　　）内に示された語を並べ

替え（　　　）内で５番目にくる語を番号で答えなさい。

イ（①　clean ②　to ③　the ④　me）

オ（①　as ②　who ③　son ④　you）

３）下線部ウが表す内容として最も適切なものを、次の①～④から１つ選び、番号で

答えなさい。

①　祖父にしかられてしまったこと

②　掃除がうまくできなかったこと

③　カップを落としてしまったこと

④　だれでもミスをしてしまうこと

４）エの（　　　）に入る適切な語句を、次の①～④から選び、番号で答えなさい。

①　are laughed ②　are laughing ③　were laughed ④　were laughing

５）下線部①～④の them の中で、指している内容が他の３つと異なる番号を答えな

さい。

６）本文の内容と一致するものを、次の①～④から１つ選び、番号で答えなさい。

①　Kazuya could clean well without his grandmother’s advice.

②　Grandparents weren’t angry with Kazuya when he dropped two cups.

③　Grandmother introduced her husband while the guests were having dinner.

④　Kazuya wants to visit Furano again next summer vacation.
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英
語
平
成
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平成 29年度　東北高等学校　入学試験問題　一般Ａ日程

英　　語

解答注意
１.　問題は全部で 41 問
あります。
２.　答えは，問題の指
示に従って，番号で解
答シートに記入しな
さい。

解答シートへの記入例

例題 1．　（　　）に入る適語を①～④から選びなさい。
　He（　　）not at home now.
　①　was　　②　does　　③　are　　④　is

　　正解は④ですから，解答欄に 4を記入します。

例題 2．下記の日本文に合うように，（　　）内の語を並
べかえた時，1番目と 3番目にくる語を番号で答
えなさい。

　It（①　fine　　②　today　　③　is）.
　今日は天気がいい。

　　正解は 1番目が③で，3番目が②となりますから，解
答欄には右のように記入します。

例題 1
⇩

例題 2
⇩
1.    3.

数字の記入例

○印の部分を注意してください。

40

1 　それぞれの語の最も強く発音する部分を①～③から１つずつ選び、番号で答えなさい。

１）i
①
- d
②
e - a

③
 ２）l

①
i - b

②
rar - y

③
 ３）c

①
al - e

②
n - d

③
ar

４）c
①
on - t

②
in - u

③
e

2 　次の各組の下線部の発音が同じであれば 1、異なっていれば 2 の番号で答えなさい。

１）ready － great ２）music － future ３）mouth － country

４）open － move ５）ourselves － news

3 　次のそれぞれの英文の（ ）に適するものを①～④から１つずつ選び、番号で答
　　　えなさい。

１）Tom and I often（ ）math together at that time.

① study ② studied ③ studying ④ have studied

２）I invited（ ）to my birthday party.

① they ② their ③ them ④ theirs

３）Get up early,（ ）you’ll be late for school.

① or ② because ③ and ④ if

４）I don’t know （ ） Paul wants.

① how ② where ③ when ④ what

５）（ ）he finished doing his homework yet?

① Do ② Does ③ Was ④ Has
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６）Math is so difficult（ ）Kate can’t understand it.

① but ② that ③ before ④ because

７）（ ）don’t you come with us?

① What ② When ③ Why ④ How

８）She speaks Japanese well,（ ）?

① is she ② isn’t she ③ does she ④ doesn’t she

4 　それぞれの質問に対する答えで最も適しているものを①～④から１つずつ選び、番号
　　　で答えなさい。

１）What time is it now?

① It’s OK.

② It’s October 10.

③ It’s twelve thirty.

④ It’s yours.

２）Would you like another glass of water?

① I like coffee.

② Yes, please.

③ Of course.  Here you are.

④ Sorry, I can’t.

３）When do you usually play baseball?

① We play it after school.

② We played basketball yesterday.

③ We’re going to watch the game next weekend.

④ We practice hard to be great players.

４）Can I take a message?

① Yes, I needed to call him yesterday.

② Yes, could you ask him to call me back?

③ He’ll call you soon.

④ He may come back at five.

５）Will you tell me how to send a letter?

① Sure.  I’ll send it later.

② OK.  Do you have a stamp?

③ I’ll ask my friend to send it.

④ You’re welcome.

5 　次の説明をあらわす語を①～④から１つずつ選び、番号で答えなさい。

１）when we are sick, we should go there

① school ② station ③ park ④ hospital

２）a tool which telling us the meanings of the words 

① notebook  ② dictionary ③ pencil ④ eraser

３）when we play a sport, we have to follow them

① rules ② places ③ days ④ members
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英
語
平
成
29

6 　 日本語に合うように（ ）内の語句をならべかえ、（ ）内で 2 番目と 4 番
目にくるものを①～⑥から１つずつ選び、番号で答えなさい。（文頭にくる語も小文
字で表記している場合があります。）

１）その神社はみんなに知られています。

（① to ② shrine ③ the ④ is ⑤ known 

⑥ everyone）.

２）私たちはどこから始めたらよいかわかりませんでした。

（① didn’t ② to ③ know ④ begin ⑤ where 

⑥ we）.

３）雪で覆われたあの山を見てください。

（① snow ② that mountain ③ at ④ covered 

⑤ look ⑥ with）.

４）何かお手伝いしましょうか。

（① help ② with ③ I ④ something  

⑤ shall ⑥ you）?

５）現在誰もスピーチの準備ができていません。

（① no ② ready ③ for ④ one  

⑤ the speech ⑥ is）now.

7 　次の対話文を読んで、あとの設問に答えなさい。

Meg　　:

Sota　　: 

Kenta　: 

Sota　　:

Meg　　: 

Sota　　:

Meg　　:

Rena　:

Meg　　:

Rena　　:

Kenta　: 

Rena　　: 

Kenta　:

　　　

　　　注釈）selfish　わがままな　　　pet　…をかわいがる　　　respond　反応する

Do you like animals, Sota?

Yes, I do.  I like birds.  I often go to parks and forests with my grandfather 

to watch them.

You do?  Is it fun to watch them?

Yes, it is.  There are many kinds of beautiful birds.  Most of them are 

little, and it’s not easy to find them.  But I feel very happy when I find 

them.  I started taking pictures of them last year.

Really?  アいつかあなたの写真を私たちに見せてくれませんか ?

Sure.  What animals do you like, Meg?

I like cats and dogs.  I have a cat （　イ　） a pet.  I got it from my aunt 

two years ago.  It’s really cute.  It gets into my bed at night and we sleep 

together.

I also like both cats and dogs, but I like dogs better.  Cats are cute, but 

they are often s
※
elfish.  Cats usually don’t come to you even when you call 

them.  They come to you only when they want to be p
※
etted.

You’re right about that.  I know cats are selfish, but I like them.

I have two dogs.  Dogs are very （　ウ　）.  They r
※
espond when they are 

called.  And I feel that I can communicate with them.

Who takes care of them?

I do.  I walk them twice a day in the morning before breakfast and in the 

evening after dinner.  When I walk with them, I forget everything and 

feel very relaxed.

That’s good. 
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１）

２）

３）

下線部アの日本語に合うように（　　　）内の語句をならべかえ、（　　　）内で

3 番目と 5 番目にくるものを①～⑦から１つずつ選び、番号で答えなさい。（文頭

にくる語も小文字で表記しています。）

（① show　　　　② pictures　　　　③ you　　　　④ us

⑤ will　　　　　⑥ your　　　　　　⑦ to）someday?

（　イ　）（　ウ　）に入る適切な語を①～④から 1 つずつ選び、番号で答えなさい。

（　イ　）① at　　　　　② in　　　　　③ as　　　　　④ on

（　ウ　）① slowly　　　② quickly　　　③ lonely　　　④ friendly

次の①～④が対話文の内容に合っていれば 1、違っていれば 2 の番号で答えなさい。

①　ケンタは、「ネコの世話をしているのはだれですか」とメグに質問をした。

②　レナは、朝食前と夕食後の 1 日 2 回イヌの散歩をしている。

③　ソウタは、大きくて見つけやすい鳥がたくさんいる公園や森にしばしば行く。

④　メグは、ネコはわがままなのであまり好きではないと言っている。

8 　 次の英文は女子すもうについて述べたものです。これを読んで、あとの設問に答えな
さい。

When you hear “sumo”, what do you think of?  Big and strong men push each 

other, or one of them tries to throw the other?  Many people think sumo is a men’s 

sport, but there is women’s sumo, too!

Manaho Nozaki is not so big and looks very q
※
uiet.  She does not look like a s

※
umo 

wrestler, but she is a f
※
ighter on the r

※
ing.  She is one of the top wrestlers in Japan.

Nozaki has liked watching wrestling matches since she was young. After （　ア　） 

wrestling and judo, she started sumo. イ（than / sumo / likes / other / better / she /

sports） for three reasons.  First, a winner is decided in a short time.  Second, small 

wrestlers like her have chances to win if they have speed and t
※
echniques.  Third, 

sumo is not a team sport.  Some people can work hard when they have teammates.  

They can work together for the same goal.  But Nozaki has a different opinion.  She 

said in an interview, “I don’t want to lose because of my teammates.  I don’t want 

that my team loses because of me!  In sumo, it’s u
※
p to me.  I should practice harder 

if I want to win.  For ウ this reason, I like sumo better.”

As you can see, Nozaki hates to lose.  She practices hard and never gives up 

because （　エ　）.  She’s always very p
※
ositive, too.  She had an injury when she was 

in the last year in high school.  She could not practice for a while, but she was not 

worried like most people.  She found good points of the situation.  She could spend 

more time with her family and friends than usual.  She also helped her mother and 

tried to learn housework.  “I did not have enough time オ to do such things when I 

practice.  So, it was nice to have free time before I leave home for university.”  Because 

of this positive mind, Nozaki i
※
s not easily discouraged when she loses.  Soon, she 

starts to think of the next match and practice for it.  She never looks back and 

keeps moving f
※
orward.  After university, Nozaki wants to become a TV director.  

Her dream is to introduce minor sports like women’s sumo to many people.  Her 

positive mind and hard work will keep helping her.

注釈）quiet　穏やかな　　　sumo wrestler　力士　　　fighter　格闘家

　　　ring　土俵　　　technique　技　　　up to　～次第、～の責任である

　　　positive　前向きな　　　be discouraged　落胆する　　　forward　前へ
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英
語
平
成
29

１）

２）

３）

４）

５）

６）

（　ア　）に入る適切な語を①～④から 1 つ選び、番号で答えなさい。

①　try　　　　②　to try　　　　③　trying　　　　④　tried

下線部イが意味の通る英文になるように（　　　）内の語句をならべかえ、（　　　）

内で 5 番目にくるものを①～④から１つ選び、番号で答えなさい。（文頭にくる語

も小文字で表記しています。）

①　better　　　　②　sports　　　　③　than　　　　④　other

下線部ウが指す内容として最も適切なものを①～④から1 つ選び、番号で答えな

さい。

① すもうが個人競技であること

② すもうでは体が小さくても勝つチャンスがあること

③ けがをしても前向きな考えを持つこと

④ 女子すもうは日本で有名な競技であること

（　エ　）に入る適切な語句を①～④から 1 つ選び、番号で答えなさい。

①　she is so big and looks like a sumo wrestler

②　she does not want to lose

③　she could not think of the next match

④　she should work hard for her teammates

下線部オが指す内容として最も適切なものを①～④から1 つ選び、番号で答えな

さい。

①　To help Nozaki's mother and try to learn housework

②　To practice hard and never give up

③　To be always very positive

④　To be discouraged when Nozaki loses

本文の内容と一致するものを①～④から1 つ選び、番号で答えなさい。

①　Nozaki did not keep moving forward because she lost the match.

②　Nozaki was injured after she left home for university. 

③　Women's sumo is one of the most popular sport in Japan.

④　Nozaki has a dream of becoming a TV director to introduce women's sumo   

　　to many people.
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英 語 解 答

＋ ＋

＋＋

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

・
・

・
・

平成28年度

東北高等学校 英語A日程 解答シート

氏　　　名

1

3

5 6

1�

・
・

1�
・
・

2�
・
・

3�
・
・

4�
・
・

5�
・
・

6�
・
・

7�
・
・

8�

4 ・
・

1�
・
・

2�
・
・

3�
・
・

4�
・
・

5�

2 ・
・

1�
・
・

2�
・
・

3�
・
・

4�
・
・

5�2� 3�
・
・

4�

・
・

1�

1�

7

8

・
・

①
3�

・
・

②
3�

・
・

③
3�

・
・

④
4�

・
・

2�
・
・

3�
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・

・
・
・
・

3�
・
・

4�
・
・

5�
・
・

6�
・
・

2番目 4番目
1�

2番目 4番目
2�

2番目 4番目
3�

2番目 4番目
4�

2番目 4番目
5�

3番目 5番目
1�

・
・
・
・

�ｲ� �ｳ�
2�

イ オ
2�

・
・

受験
番号

平成28年度
【解答シート】

【解 答】
1 ① ② ③ ②

2 ２ １ １ ２ １

3 ③ ① ③ ① ④ ② ④ ②

4 ② ③ ① ③ ④

5 ④ ① ②

6 ④/① ⑤/① ③/⑥ ⑥/③ ②/④

7 ③/⑥  イ② ウ① ①２  ②１  ③１  ④２

8 ④ イ①  エ② ③ ④ ② ②

1）  2）  3）  4）

1）  2）  3）  4）  5）

1）  2）  3）  4）  5）  6）  7）  8）

1）  2）        3）  4）  5）  6）

1）  2）  3）  4）  5）

1）  2）  3）

1）      2）      3）      4）      5）

1）   2）        3）
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・
・
・
・
・
・
・
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・
・
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・
・

平成29年度

東北高等学校 英語A日程 解答シート

氏　　　名
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・
・
・
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2�

・
・

受験
番号

平成29年度
【解答シート】

【解 答】
1 ② ① ① ②

2 ２ １ ２ ２ １

3 ② ③ ① ④ ④ ② ③ ④

4 ③ ② ① ② ②

5 ④ ② ①

6 ②/⑤ ①/⑤ ③/④ ③/⑥ ④/②

7 ①/② イ③ ウ④ ①２  ②１  ③２ ④２

8 ③ ③ ① ② ① ④

1）  2）  3）  4）

1）  2）  3）  4）  5）

1）  2）  3）  4）  5）  6）  7）  8）

1）  2）  3）  4）  5）  6）

1）  2）  3）  4）  5）

1）  2）  3）

1）      2）      3）      4）      5）

1）   2）        3）

＋ ＋
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・
・
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・
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・
・

・
・

平成27年度

東北高等学校 英語A日程 解答シート
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・

4�
・
・

5�
・
・

6�
・
・

ウ
3�

・
・

オ
3�

・
・

2番目 4番目
1�

2番目 4番目
2�

2番目 4番目
3�

2番目 4番目
4�

2番目 4番目
5�

3番目 5番目
1�

4番目
2�

平成27年度
【解答シート】

【解 答】

1 1）1 2）1 3）1 4）2

2 1）2 2）2 3）1 4）2 5）1

3 1）4 2）3 3）2 4）3 5）4
6）2 7）4 8）4

4 1）3 2）2 3）4 4）4 5）2

5 1）3 2）1 3）2

6 1）4 1 2）1 6 3）4 6 4）2 5 5）7 3

7 1）5 1 2）3 4 3）1 2 1 2

8 1）3 2）1 3）2 3 4）3 5）4
6）3

2番目 4番目 2番目 4番目 2番目 4番目 2番目 4番目 2番目 4番目

3番目 5番目

4番目

イ  ウ

ウ  オ

① ② ③ ④
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国 語 解 答

＋ ＋

＋＋

①
一

⼆

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平成27年度

東北高等学校 国語A日程 解答シート
受験番号

氏　　　名

・
・

②
・
・

③
・
・

④
・
・

⑤
・
・

⑥
・
・

⑦
・
・

⑧
・
・

⑨
・
・

⑩
・
・

⑪
・
・

⑫
・
・

⑬
・
・

⑭
・
・

⑮
・
・

⑯
・
・

⑰
・
・

⑱
・
・

⑲
・
・

⑳
・
・

㉑
・
・

㉒
・
・

㉓
・
・

㉔
・
・

㉕
・
・

㉖
・
・

㉗
・
・

㉘
・
・

㉙
・
・

㉚
・
・

㉛
・
・

㉜
・
・

㉝
・
・

㉞
・
・

㉟
・
・

三

平成27年度
【解答シート】

【解 答】
□一 ① 2 ② 5 ③ 2 ④ 3 ⑤ 2

⑥ 4 ⑦ 4 ⑧ 2 ⑨ 3 ⑩ 1
⑪ 2 ⑫ 4 ⑬ 5

□二 ⑭ 1 ⑮ 5 ⑯ 3 ⑰ 2 ⑱ 3
⑲ 4 ⑳ 4 ㉑ 1 ㉒ 3 ㉓ 2
㉔ 4 ㉕ 3 ㉖ 1

□三 ㉗ 2 ㉘ 1 ㉙ 3 ㉚ 3 ㉛ 4
㉜ 1 ㉝ 4 ㉞ 2 ㉟ 3 

＋ ＋

＋＋

①
⼀

⼆

・
・

・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平成29年度

東北高等学校 国語A日程 解答シート
受験
番号

氏　　　名

・
・

②
・
・

③
・
・

④
・
・

⑤
・
・

⑥
・
・

⑦
・
・

⑧
・
・

⑨
・
・

⑩
・
・

⑪
・
・

⑫
・
・

⑬
・
・

⑭
・
・

⑮
・
・

⑯
・
・

⑰
・
・

⑱
・
・

⑲
・
・

⑳
・
・

㉑
・
・

㉒
・
・

㉓
・
・

㉔
・
・

㉕
・
・

㉖
・
・

㉗
・
・

㉘
・
・

㉙
・
・

㉚
・
・

㉛
・
・

㉜
・
・

㉝
・
・

㉞
・
・

三

平成29年度
【解答シート】

【解 答】
□一 ① １  ② ５  ③ ４  ④ １

⑤ ４  ⑥ ３  ⑦ ２  ⑧ ３
⑨ ４  ⑩ ２  ⑪ １  ⑫ ５
⑬ ３

□二 ⑭ ３  ⑮ ２  ⑯ ３  ⑰ ５
⑱ ２  ⑲ ４  ⑳ ３  ㉑ ２
㉒ ５  ㉓ ３  ㉔ １  ㉕ ３
㉖ ２

□三 ㉗ １  ㉘ ３  ㉙ ４  ㉚ ２
㉛ １  ㉜ ２  ㉝ ３  ㉞ ４

＋ ＋

＋＋

①
一

⼆

・
・

・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平成28年度

東北高等学校 国語A日程 解答シート
受験
番号

氏　　　名

・
・

②
・
・

③
・
・

④
・
・

⑤
・
・

⑥
・
・

⑦
・
・

⑧
・
・

⑨
・
・

⑩
・
・

⑪
・
・

⑫
・
・

⑬
・
・

⑭
・
・

⑮
・
・

⑯
・
・

⑰
・
・

⑱
・
・

⑲
・
・

⑳
・
・

㉑
・
・

㉒
・
・

㉓
・
・

㉔
・
・

㉕
・
・

㉖
・
・

㉗
・
・

㉘
・
・

㉙
・
・

㉚
・
・

㉛
・
・

㉜
・
・

㉝
・
・

㉞
・
・

三

平成28年度
【解答シート】

【解 答】
□一 ① ３  ② ４  ③ １  ④ ２

⑤ ３  ⑥ ４  ⑦ ３  ⑧ ２
⑨ １  ⑩ ２  ⑪ ３  ⑫ ２
⑬ ５

□二 ⑭ １  ⑮ ３  ⑯ ５  ⑰ ２
⑱ ３  ⑲ １  ⑳ ２  ㉑ ４
㉒ ５  ㉓ ２  ㉔ １  ㉕ ３
㉖ ５

□三 ㉗ ２  ㉘ ４  ㉙ ２  ㉚ ２
㉛ ２  ㉜ ２  ㉝ ３  ㉞ ２

国
語
解
答
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問
五

　傍
線
部
③
「
い
ん
だ
う
」
の
内
容
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
32
の
欄
）

1

　乾
鮭
を
皿
に
盛
り
、
箸
を
持
っ
て
仏
の
前
に
さ
さ
げ
、
乾
鮭
を
と
む
ら
う
こ
と
。

2

　乾
鮭
に
対
し
、
再
び
生
き
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
仏
果
を
得
る
よ
う
諭
す
こ
と
。

3

　乾
鮭
を
前
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
仏
の
た
め
の
仏
果
と
な
る
の
だ
と
言
い
聞
か
せ
る
こ
と
。

4

　乾
鮭
を
と
む
ら
う
こ
と
で
、
な
ま
ぐ
さ
で
は
な
く
仏
果
に
し
て
仏
へ
の
捧
げ
も
の
に
す
る
こ
と
。

問
六

　傍
線
部
④
「
な
ん
ぢ
」
は
誰
の
こ
と
か
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
33
の
欄
）

1

　老
僧

　
　2

　一
休

　
　3

　か
ら
ざ
け

　
　4

　愚
僧

問
七

　傍
線
部
⑤
「
ま
い
り
け
る
」
の
主
語
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
34
の
欄
）

1

　か
ら
ざ
け

　
　2

　小
僧

　
　3

　一
休

　
　4

　師
の
坊

と
は
誰
の
こ
と
か
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

の
主
語
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

問
一

　傍
線
部
（
ア
）・（
イ
）
の
文
中
で
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
ア
）
ま
い
り
て

│
1

　召
し
上
が
っ
て

　
　
　2

　参
上
し
て

　
　
　3

　参
拝
し
て

　
　4

　た
ま
わ
っ
て 

（
解
答
は
㉗
の
欄
）

（
イ
）
い
と
け
な
き

│
1

　か
わ
い
げ
の
な
い

　
　2

　身
分
の
低
い

　
　3

　幼
い

　
　
　
　4

　ず
う
ず
う
し
い 

（
解
答
は
㉘
の
欄
）

問
二

　傍
線
部
ⓐ
「
ゐ
ん
だ
う
を
し
て
食
也
」
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
平
仮
名
で
表
し
た
も
の
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答

え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉙
の
欄
）

1

　い
ん
だ
う
を
し
て
く
う
な
り

2

　い
ん
ど
う
を
し
て
く
ふ
な
り

3

　い
ん
だ
う
を
し
て
く
ふ
な
り

4

　い
ん
ど
う
を
し
て
く
う
な
り

問
三

　傍
線
部
①
「
お
か
し
く
お
ぼ
し
め
し
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
㉚
の
欄
）

1

　一
休
が
、
修
行
中
の
僧
に
は
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
は
ず
の
こ
と
を
改
め
て
言
う
か
ら
。

2

　一
休
が
、
目
上
の
立
場
に
あ
る
師
の
坊
と
小
僧
で
あ
る
自
分
が
同
じ
よ
う
な
扱
い
を
受
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。

3

　一
休
が
、
子
供
で
あ
る
の
に
大
人
の
師
の
坊
と
同
じ
よ
う
な
修
行
が
し
た
い
と
駄だ

だ々

を
こ
ね
る
か
ら
。

4

　一
休
が
、
師
の
坊
と
自
分
は
同
じ
人
間
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
か
ら
。

　
　

問
四

　傍
線
部
②
「
眉
を
ひ
そ
め
て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
㉛
の
欄
）

1

　師
の
坊
が
理
屈
に
あ
わ
な
い
こ
と
を
言
っ
た
か
ら
。

2

　師
の
坊
が
一
休
を
小
僧
だ
と
言
っ
て
ば
か
に
し
た
か
ら
。

3

　師
の
坊
が
身
分
の
違
い
を
理
由
に
一
休
を
叱
っ
た
か
ら
。

4

師
の
坊
が
自
分
の
間
違
い
に
気
づ
か
な
い
お
ろ
か
者
だ
か
ら
。
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三

次
の
古
文
と
そ
の
現
代
語
訳
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一い
つ
き
う休

和を

上し
や
う十

二
三
の
時
、
師し

の
坊ぼ

う

に
つ
か
へ
て
、
物
よ
み
手
な
ら
ひ
な
ど
し
て
お
は
せ
し
に
、
折
ふ
し
夜
さ
む
の
比こ

ろ

な
れ
ば
、
師
の
坊
、
か
ら
ざ
け
を
あ
つ
も

の
と
し
て
、
た
だ
ひ
と
り
ま
い
り
て
、
一
休
へ
は
た
う
ふ
や
う
の
物
ま
い
ら
せ
ら
れ
け
る
に
、
一
休
こ
れ
を
見
て
、「
お
よ
そ
出
家
は
、
な
ま
ぐ
さ
物
を
く
は
ざ

る
よ
し
う
け
た
ま
は
り
し
が
、
和
尚
は
か
ら
ざ
け
を
ま
い
る
よ
、
く
る
し
か
ら
ず
は
わ
れ
ら
も
た
べ
ん
」
と
申
さ
れ
け
る
。
師
の
坊①
お
か
し
く
お
ぼ
し
め
し
、「
な

ん
ぢ
ら
が
や
う
な
る
小
僧
の
身
と
し
て
、
な
ま
ぐ
さ
も
の
く
ふ
時
は
、
た
ち
ま
ち
罰ば

ち

あ
た
る
な
り
」
と
仰
ら
れ
け
れ
ば
、
一
休②
眉ま

ゆ

を
ひ
そ
め
て
、
し
ば
ら
く
し

あ
ん
し
て
申
さ
る
る
は
、「
お
な
じ
人
間
の
身
と
し
て
、
小
僧
に
の
み
ば
ち
あ
た
ら
む
や
、
老
僧
こ
そ
な
ま
ぐ
さ
物
ま
い
ら
ば
、
ば
ち
は
あ
た
る
べ
け
れ
」
と
て
、

あ
ざ
わ
ら
ひ
て
お
は
し
け
れ
ば
、
師
の
坊
の
た
ま
ふ
は
、「
い
と
け
な
き
身
と
し
て
、
心
た
け
た
る
い
ひ
や
う
か
な
。
さ
れ
ば
よ
、
老
僧
と
て
御
ゆ
る
し
は
な
け

れ
共
、
わ
れ
ら
はⓐ
ゐ
ん
だ
う
を
し
て
食く

ふ

也
」
と
い
ひ
給
へ
ば
、「
其そ

の

引い
ん
だ
う導

い
か
な
る
こ
と
や
ら
ん
、
少す

こ
し

う
け
給
り
た
し
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、「
さ
て
さ
て
わ
ご

ぜ
は
こ
し
や
く
な
る
人
や
、
い
で
、③
い
ん
だ
う
し
て
き
か
せ
ん
」
と
て
、
一
盃ぱ

い

も
り
た
る
か
ら
ざ
け
を
さ
さ
げ
て
、
箸は

し

お
つ
と
り
の
べ
て
、
の
た
ま
は
く
、④
な

ん
ぢ
元ぐ

は
ん
ら
い来

枯か
れ

木き

の
ご
と
し
。
た
す
け
ん
と
す
れ
共
生い

き

て
二ふ

た
た
び度

水す
い
ち
う中

に
あ
そ
ぶ
こ
と
あ
た
は
ず
。
愚ぐ

僧そ
う

に
服ふ

く

せ
ら
れ
て
仏ぶ

つ

果く
は

を
得
よ
。
喝か

つ

と
の
給
ひ
て
ひ
た
も
の 

 ⑤
ま
い
り
け
る
。

 

（『
一
休
ば
な
し
』
巻
之
一
―
二
）

　

〔
現
代
語
訳
〕
一
休
和
尚
が
十
二
、
三
歳
の
頃
、
師
の
坊
に
仕
え
て
読
み
書
き
を
習
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
秋
の
夜
の
寒
い
頃
で
あ
っ
た
の
で
、
師

の
坊
は
乾か

ら
ざ
け鮭

を
吸
い
物
に
し
て
一
人
で

ま
い
り
て

、
一
休
に
は
豆
腐
の
よ
う
な
も
の
を
お
与
え
に
な
っ
た
。
一
休
は
こ
れ
を
見
て
「
お
よ
そ
出
家
と
い
う
も

の
は
、
魚
や
肉
な
ど
の
生
臭
い
も
の
を
食
べ
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
和
尚
は
乾
鮭
を
召
し
上
が
ら
れ
る
。
差
し
支
え
な
け
れ
ば
私
も
頂ち

ょ
う
だ
い戴し

ま
し
ょ
う
」
と

申
さ
れ
た
。
師
の
坊
は
お
か
し
く
お
ぼ
し
め
し
、
「
お
前
の
よ
う
な
小
僧
の
身
分
で
生
臭
い
も
の
を
食
べ
る
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
罰
が
あ
た
る
ぞ
」
と
お
っ
し
ゃ

ら
れ
た
と
こ
ろ
、
一
休
は
眉
を
寄
せ
て
し
ば
ら
く
考
え
て
か
ら
、「
同
じ
人
間
の
身
で
あ
り
な
が
ら
小
僧
だ
け
に
罰
が
あ
た
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
老
僧
こ
そ
生
臭

い
も
の
を
召
し
上
が
る
と
罰
が
当
た
る
に
違
い
な
い
」
と
言
っ
て
あ
ざ
笑
っ
た
。
す
る
と
師
の
坊
が
「

い
と
け
な
き

の
に
勇
ま
し
い
言
い
よ
う
だ
。
確
か
に

お
前
が
言
う
よ
う
に
、
老
僧
だ
か
ら
と
い
っ
て
お
許
し
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
は※
引
導
を
し
て
食
べ
る
の
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
一
休
は
「
そ

の
引
導
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
少
し
お
聞
き
し
た
い
」
と
申
さ
れ
た
の
で
、「
さ
て
さ
て
、
お
前
は
生
意
気
な
や
つ
だ
な
。
さ
あ
、
引
導
し
て
聞
か
せ

て
や
ろ
う
」
と
言
っ
て
、
一
盃
も
り
た
る
か
ら
ざ
け
を
さ
さ
げ
て
、
箸
お
つ
と
り
の
べ
て
、
の
た
ま
は
く
、
お
前
は
も
と
も
と
枯
れ
木
の
よ
う
な
も
の
だ
。

助
け
よ
う
と
し
て
も
、
生
き
て
再
び
水
中
に
遊
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
む
し
ろ
私
に
食
べ
ら
れ
て
仏
果
を
得
な
さ
い
。
喝
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
ひ
た
す

ら

ま
い
り
け
る

。

※
引
導

│
死
ん
だ
人
を
仏
門
に
み
ち
び
く
こ
と
。

（
ア
）

（
イ
）

問
九

　傍
線
部
⑤
「
名
刺
に
よ
る
割
り
箸
割
り
」
を
行
っ
た
筆
者
の
ね
ら
い
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
㉕
の
欄
）

1

　大
き
な
文
化
的
損
失
で
あ
る
、「
渾
身
」
と
い
う
言
葉
の
本
来
の
意
味
を
と
り
も
ど
す
こ
と
。

2

　今
は
も
う
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
腰
肚
文
化
を
復
活
さ
せ
、
文
化
教
育
と
し
て
広
め
る
こ
と
。

3

　「渾
身
」
の
意
味
を
、
実
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
て
も
ら
い
、
腰
肚
文
化
を
伝
承
す
る
こ
と
。

4

　幸
田
文
の
短
文
を
通
じ
て
、「
渾
身
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

5

　身
心
の
構
え
を
つ
く
り
、「
渾
身
」
と
い
う
「
技
」
を
獲
得
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
。

問
十

　
　
　傍
線
部
の
、
子
ど
も
た
ち
の
感
想
か
ら
わ
か
る
内
容
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
㉖
の
欄
）

1

　幸
田
文
の
気
持
ち
が
文
章
か
ら
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
同
じ
体
験
を
し
た
か
ら
で
あ
り
、
経
験
が
な
い
と
わ
か
ら
な
い
も
の
だ
。

2

　文
章
か
ら
作
者
で
あ
る
幸
田
文
の
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
身
体
感
覚
と
し
て
「
渾
身
」
と
い
う
体
験
を
子
ど
も
が
し
た
か
ら
で
あ
る
。

3

　幸
田
文
は
、
な
に
げ
な
い
日
常
を
書
い
た
文
章
で
す
ら
子
ど
も
に
共
感
を
与
え
ら
れ
る
、
す
ば
ら
し
い
作
家
で
あ
る
。

4

　国
語
に
体
育
の
要
素
を
と
り
い
れ
る
こ
と
で
、
文
章
の
内
容
が
実
感
を
と
も
な
っ
て
理
解
で
き
て
い
る
。

5

　幸
田
文
の
気
持
ち
を
感
じ
と
る
た
め
に
は
、
授
業
に
割
り
箸
割
り
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
と
り
い
れ
る
べ
き
だ
。
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問
四

　筆
者
の
い
う
傍
線
部
①
「
渾
身
」
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑳
の
欄
）

1

　か
ら
だ
全
体
の
感
覚
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
こ
と
。

2

　す
べ
て
、
あ
る
い
は
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
と
い
う
意
味
。

3

　か
ら
だ
全
体
の
力
を
ま
と
め
て
一
点
に
注
ぎ
こ
む
感
覚
。

4

　エ
ネ
ル
ギ
ー
の
波
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
集
中
さ
せ
る
作
業
。

5

　息
を
ぐ
っ
と
溜
め
て
一
つ
の
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
。

問
五

　傍
線
部
②
「
喚
起
」
の
こ
こ
で
の
意
味
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉑
の
欄
）

1

　呼
び
か
け
る

　
　2

　呼
び
起
こ
す

　
　3

　注
意
す
る

　
　4

　入
れ
替
え
る

　
　5

　思
い
出
す

問
六

　傍
線
部
③
「
実
際
の
身
体
感
覚
と
し
て
の
渾
身
と
は
異
な
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
実
際
の
身
体
感
覚
と
し
て
の
渾
身
」
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉒
の
欄
）

1

　全
て
を
振
り
絞
る
経
験
を
通
し
て
身
に
つ
く
力
の
こ
と
。

2

　比
喩
表
現
で
は
な
く
、
実
際
に
身
体
を
動
か
し
て
み
る
こ
と
。

3

　肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
、
持
っ
て
い
る
力
を
出
し
切
る
こ
と
。

4

　教
育
機
関
で
の
み
教
え
ら
れ
る
、
肉
体
的
な
経
験
の
こ
と
。

5

　全
身
の
力
を
一
点
に
集
中
し
て
注
ぎ
こ
む
こ
と
。

問
七

　

Ⅲ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉓
の
欄
）

1

　公
共

　
　2

　福
祉

　
　3

　身
心

　
　4

　教
育

　
　5

　伝
承

問
八

　傍
線
部
④
「
奥
の
深
い
ア
ド
バ
イ
ス
」
の
内
容
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉔
の
欄
）

1

　渾
身
と
い
う
、
生
き
る
姿
勢
の
美
し
さ
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

2

　薪
割
り
が
、
一
度
で
き
れ
い
に
割
れ
る
よ
う
な
合
理
性
も
含
ま
れ
た
ア
ド
バ
イ
ス
。

3

　渾
身
と
い
う
技
と
、
効
率
の
よ
さ
が
同
時
に
得
ら
れ
る
ア
ド
バ
イ
ス
。

4

　な
た
の
扱
い
が
う
ま
く
な
れ
る
、
渾
身
の
力
が
得
ら
れ
る
ア
ド
バ
イ
ス
。

5

　生
き
方
の
美
学
を
、
く
り
返
し
練
習
し
て
身
に
つ
け
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
結
び
つ
け
て
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

こ
の
授
業
の
子
ど
も
た
ち
の
感
想
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。「
国
語
と
体
育
の
授
業
を
合
体
し
た
授
業
は
初
め
て
だ
っ
た
し
ナ
タ
の
文
章
は
幸
田

文
さ
ん
の
気
持
ち
が
つ
た
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
わ
り
ば
し
を
お
っ
た
と
き
、
渾
身
と
い
う
意
味
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
」。「
な
た
を
見
た
と
き
、
こ
ん
な

も
の
を
幸
田
文
さ
ん
は
、
小
さ
い
と
き
か
ら
や
っ
て
い
た
な
ん
て
す
ご
い
な
ァ
ー
と
思
い
ま
し
た
。『
な
た
』
を
朗
読
し
た
と
き
、
幸
田
さ
ん
の
気
持
ち
が
は
い
っ

て
い
て
、
よ
く
こ
ん
な
に
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
な
こ
と
が
か
け
る
な
ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
」。

 

（
齋さ

い
と
う藤

　孝た
か
し『

身
体
感
覚
を
取
り
戻
す
』
よ
り
）

※
幸
田
文

│
東
京
都
出
身
の
女
性
作
家
。

※
露
伴

│
幸
田
露
伴
。
幸
田
文
の
父
で
、
作
家
。

※
畢
竟

│
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
結
局
。

問
一

　傍
線
部
ⓐ
か
ら
ⓓ
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

ⓐ
↓

　1

　粗

　
　2

　祖

　
　3

　素

　
　4

　礎

　
　5

　訴 

（
解
答
は
⑭
の
欄
）

ⓑ
↓

　1

　器

　
　2

　機

　
　3

　気

　
　4

　期

　
　5

　基 

（
解
答
は
⑮
の
欄
）

ⓒ
↓

　1

　福

　
　2

　複

　
　3

　復

　
　4

　伏

　
　5

　副 

（
解
答
は
⑯
の
欄
）

ⓓ
↓

　1

　立

　
　2

　裁

　
　3

　経

　
　4

　建

　
　5

　断 

（
解
答
は
⑰
の
欄
）

問
二

　傍
線
部
Ⅰ
「
覚
」
の
部
首
名
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
⑱
の
欄
）

1

　に
ん
に
ょ
う

　
　2

　み
る

　
　3

　つ
か
ん
む
り

　
　4

　め

　
　5

　は
ち

　
　

問
三

　

Ⅱ

に
当
て
は
ま
る
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑲
の
欄
）

1

そ
こ
で

2

し
か
し

3

た
と
え
ば

4

も
ち
ろ
ん

5

た
し
か
に

－ 28 －

国
語
平
成
29
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－ 29 －

を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
授
業
で
あ
る
。
江
戸
川
区
立
平
井
西
小
学
校
六
年
一
組
で
こ
の
授
業
を
試
み
るⓑ
キ
会
を
得
た
。「
な
た
」
と
い
う
文
章
に
つ
い
て
簡
単
に
概

略
を
述
べ
る
と
、娘
の
文
が
な
た
で
薪ま

き

を
割
ろ
う
と
す
る
が
、こ
つ
ん
こ
つ
ん
と
二
度
三
度
と
や
っ
て
割
る
や
り
方
し
か
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て※
露ろ

伴は
ん

は
、「
お

ま
え
は
も
っ
と
力
が
出
せ
る
筈は

ず

だ
、
働
く
と
き
に
力
の
出
し
惜
し
み
を
す
る
の
は
し
み
っ
た
れ
で
、
醜し

ゅ
うで

、
満
身
の
力
を
籠こ

め
て
す
る
活
動
に
は
美
が
あ
る
」
と

言
っ
て
、
文
の
や
り
方
を
「
構
え
が
足
り
な
い
」
と
言
っ
て
叱
る
。
露
伴
は
、「
二
度
こ
つ
ん
と
や
る
気
じ
ゃ
だ
め
だ
、
か
ら
だ
ご
と
か
か
れ
、
横お

う
か
く
ま
く

隔
膜
を
さ
げ

て
や
れ
。
手
の
さ
き
は
柔
ら
か
く
楽
に
し
と
け
。
腰
は
く
だ
け
る
な
。
木
の
目
、
節
の
あ
り
ど
こ
ろ
を
よ
く
見
ろ
」
と
い
う
具
体
的
な
、
し
か
も④
奥
の
深
い
ア

ド
バ
イ
ス
を
あ
た
え
な
が
ら
気
合
い
を
入
れ
る
。
追
い
こ
ま
れ
た
文
は
、
肚は

ら

を
決
め
、
満
身
の
力
を
こ
め
て
薪
を
割
る
。
そ
う
し
た
鍛
錬
を
通
じ
て
文
は
技
を
習

得
す
る
と
と
も
に
、
渾
身
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
知
る
。

「
な
た
」
と
い
う
短
文
で
鍵
と
な
る
文
章
は
、「※
畢ひ

っ
き
ょ
う

竟
、
父
の
教
え
た
も
の
は
技
で
は
な
く
て
、
こ
れ
渾
身
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
で
あ
る
。
な
た
で
薪
を

割
る
と
い
う
技
以
上
に
、
渾
身
と
い
う
生
き
方
の
美
学
を
父
は
娘
に
伝
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
露
伴
は
合
理
性
を
重
ん
じ
る
と
同
時
に
、
生
き
る
姿
勢
の
美

し
さ
も
同
時
に
追
求
す
る
。
渾
身
の
力
を
こ
め
な
く
と
も
薪
は
割
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
効
率
の
よ
さ
か
ら
い
え
ば
、
す
で
に
細
く
な
っ
て
い
る
薪
を
買
っ
て
く

る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
渾
身
と
い
う
「
生な

ま

の
美
学
」
を
、
具
体
的
な
技
を
通
し
て
反ⓒ
プ
ク
練
習
し
て
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
自
体
が

こ
の
父
娘
に
と
っ
て
は
重
要
で
あ
っ
た
。

授
業
の
ね
ら
い
は
、
渾
身
と
い
う
言
葉
を
実
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
短
文
を
読
む
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

で
き
れ
ば
実
際
に
薪
を
な
た
で
割
っ
て
み
る
の
が
よ
い
。
し
か
し
、
な
た
は
子
ど
も
た
ち
が
扱
う
に
は
危
険
す
ぎ
る
の
で
、
ほ
か
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
身
体
感
覚
と
し
て
は
比
較
的
似
て
い
る
が
危
険
で
は
な
い
も
の
と
し
て
、⑤
名
刺
に
よ
る
割
り
箸ば

し

割
り
を
と
り
い
れ
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
は
二
人
一
組
に
な
っ
て
、
一
人
が
割
り
箸
を
一
本
も
ち
、
も
う
一
人
が
手
に
も
っ
た
名
刺
を
垂
直
に
打
ち
込
ん
で
、
も
う
一
人
の
持
つ
割
り
箸
を
叩た

た

き
割

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
割
り
箸
割
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
手
先
や
腕
だ
け
で
割
ろ
う
と
す
る
と
決
し
て
割
れ
ず
、
腰
を
し
っ
か
り
構
え
て
息
を
調と

と
のえ

、
全
体

重
を
垂
直
に
一
点
に
か
け
な
け
れ
ば
割
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
腰
を
し
っ
か
り
決
め
て
息
を
ぐ
っ
と
溜
め
、
集
中
し
て
一
点
に
力
を
注
ぎ
こ
む
と
い
う

コ
ツ
は
、
な
た
に
よ
る
薪
割
り
と
共
通
で
あ
る
。
腰
を
据
え
肚
を
決
め
る
身
体
感
覚
が
も
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
中
略
）

予
想
で
は
名
刺
に
よ
る
割
り
箸
割
り
は
ク
ラ
ス
で
一
人
二
人
し
か
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
、実
際
に
は
三
分
の
一
以
上
が
割
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
他
の
子
ど
も
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
な
ど
を
使
い
、
ほ
ぼ
全
員
が
割
り
箸
割
り
に
は
成
功
し
た
。
男
の
子
は
、
し
っ
か
り
構
え
て
か
ら
呼
吸
を
調
え
る

「
間ま

」
を
つ
く
る
こ
と
な
く
、
い
き
な
り
割
り
に
い
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
、
失
敗
が
多
か
っ
た
。
全
般
的
に
は
、
女
の
子
の
ほ
う
が
成
功
率
が
高
か
っ
た
。
あ
る

女
の
子
は
、
シ
ン
プ
ル
な
構
え
と
動
き
で
何
度
や
っ
て
も
す
ぱ
っ
と
割
り
箸
をⓓ
タ
ち
切
る
こ
と
が
で
き
、
誰
の
目
に
も
そ
れ
が
偶
然
で
は
な
い
こ
と
が
見
て
と

ら
れ
た
。

な
た
で
の
薪
割
り
と
割
り
箸
割
り
と
で
は
力
感
が
違
う
の
で
、
同
一
の
渾
身
で
は
な
い
が
、
集
中
し
て
一
点
に
力
を
注
ぎ
こ
む
身
心
の
構
え
を
つ
く
る
と
い
う

点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
割
り
箸
割
り
だ
け
な
ら
ば
た
ん
な
る
ゲ
ー
ム
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
腰こ

し
は
ら肚

文
化
や
渾
身
と

二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
の
言
葉
の
一
つ
と
し
て
「①
渾こ

ん
し
ん身

」
が
あ
る
。

渾
身
は
、「
渾
身
の
力
を
こ
め
る
」
と
い
う
と
き
に
使
う
言
葉
で
あ
る
。
現
在
、
七
〇
代
以
上
の
人
は
渾
身
と
い
う
言
葉
を
日
常
的
に
用
い
る
が
、
現
在
の
若

者
の
会
話
に
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
言
葉
で
あ
る
。
大
学
生
五
〇
〇
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
言
葉
を
日
常
語
と
し
て
用
い
る
も
の
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
渾

身
の
「
渾
」
は
す
べ
て
あ
る
い
は
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
渾
身
は
か
ら
だ
全
体
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
全
身
と
い
う
言

葉
は
か
ら
だ
全
体
を
指
す
が
、
渾
身
と
い
う
言
葉
は
か
ら
だ
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
全
身
写
真
と
い
う
言
葉
は
あ
る

が
、
渾
身
写
真
と
い
う
言
葉
は
な
い
。
渾
身
に
は
か
ら
だ
全
体
の
力
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
、
一
点
に
注
ぎ
こ
む
身
体
感Ⅰ
覚
と
技
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

渾
身
の
「
渾
」
は
、
三さ

ん
ず
い水

が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
、
水
と
関
係
し
た
言
葉
で
あ
り
、
水
が
盛
ん
に
流
れ
る
さ
ま
（
混
混
）
や
混
じ
り
合
う
こ
と
（
渾
然
）
や
大

き
く
力
強
い
様
子
（
雄
渾
）
を
意
味
と
し
て
も
っ
て
い
る
。
す
べ
て
と
い
う
意
味
が
基
本
で
は
あ
る
が
、
こ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
活
か
し
て
解
釈
す
る
と
す
れ
ば
、

か
ら
だ
の
中
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
波
が
ひ
と
ま
と
め
に
な
っ
て
一
点
に
注
ぎ
こ
ま
れ
る
身
体
感
覚
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
全
身
に
力
が
満
ち
る
感
じ
を
渾
身
は
前

提
と
し
て
も
っ
て
い
る
の
で
、「
満
身
」と
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
は
近
い
。
大
和
言
葉
の「
こ
」と
い
う
音
は
一
つ
に
ま
と
ま
る
と
い
う
語
感
が
あ
る
。
そ
れ
が「
ん
」

と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
力
強
い
語
感
が
生
ま
れ
る
。
渾
身
と
い
う
言
葉
は
息
を
ぐ
っ
と
溜た

め
る
身
体
感
覚
を②
喚
起
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
。

渾
身
と
い
う
言
葉
が
死
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
背
景
と
し
て
、
渾
身
と
い
う
か
ら
だ
の
使
い
方
や
身
体
感
覚
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
実
際
に
渾
身
の
力
を
振
り
絞
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
場
面
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

Ⅱ

試

験
の
と
き
な
ど
精
神
的
な
面
で
は
全
力
を
出
し
切
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
局
面
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
状
況
は
、③
実
際
の
身
体
感
覚
と
し
て
の
渾
身
と
は
異
な
る
。

「
渾
身
の
力
を
も
っ
て
こ
の
難
局
に
対
処
し
た
い
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
あ
く
ま
で
も
比
喩
表
現
で
あ
る
。
こ
う
し
た
言
葉
を
使
うⓐ
ソ
地
と
し
て
、
実
際
に
全
身

の
力
を
一
点
に
こ
め
る
身
体
経
験
が
必
要
で
あ
る
。

現
代
社
会
の
生
活
に
お
い
て
は
、
肉
体
的
な
意
味
で
の
渾
身
が
も
と
め
ら
れ
る
状
況
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
精
神
的
な
意
味
で
の
渾
身
の
必
要
性
は
変
わ
る

こ
と
は
な
い
。
全
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、「
頑
張
る
」
と
い
う
言
葉
し
か
も
た
な
い
の
と
「
渾
身
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ

て
い
る
の
で
は
、
事
を
成
す
力
が
変
わ
っ
て
く
る
。
実
際
に
肉
体
的
な
経
験
と
し
て
渾
身
を
身
に
し
み
こ
ま
せ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
渾
身
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て

全
身
に
力
が
漲み

な
ぎり

、
そ
れ
を
一
点
に
集
中
し
て
注
ぎ
こ
む
身
心
の
構
え
が
誘
導
さ
れ
や
す
い
。

渾
身
は
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
「
技
」
で
あ
る
。
渾
身
は
、
練
習
し
な
け
れ
ば
う
ま
く
は
で
き
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
の
使
い
方
で
あ
る
。
渾
身
に
は
、

腰
の
構
え
や
呼
吸
法
が
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
腰
砕
け
に
な
っ
た
り
、
息
が
乱
れ
て
い
た
り
す
れ
ば
、
渾
身
は
成
り
立
た
な
い
。
渾
身
は
、
教
育
を
通
し
て
伝
承

さ
れ
る
べ
き

Ⅲ

文
化
な
の
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
渾
身
と
い
う
言
葉
と
技
が
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
、
大
き
な
文
化
的
損
失
と
し
て
残
念
に
思
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
現
在
の
七
〇
代
以
上
の

人
が
自
然
な
感
覚
と
し
て
身
に
つ
け
て
い
る
渾
身
の
感
覚
を
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
す
る
手
だ
て
を
練
り
、
行
っ
た
の
が
、※
幸こ

う

田だ

文あ
や

の
「
な
た
」
と
い
う
短
文
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問
九

　傍
線
部
⑦
「
初
め
に
星
々
に
火
を
入
れ
る
べ
き
だ
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
水
原
」
が
そ
う
主
張
し
た
理
由
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な

さ
い
。 

（
解
答
は
⑫
の
欄
）

1

　星
座
か
ら
つ
く
り
は
じ
め
る
と
、
有
名
な
星
座
し
か
作
ら
れ
な
い
か
ら
。

2

　も
と
も
と
星
々
が
空
に
あ
り
、
そ
れ
を
人
が
紙
に
写
し
て
作
っ
た
の
が
星
座
だ
か
ら
。

3

　ば
ら
ば
ら
の
星
々
を
つ
な
い
で
星
座
に
す
る
ま
で
の
過
程
を
見
せ
る
べ
き
だ
か
ら
。

4

　一
番
明
る
い
一
等
星
か
ら
順
に
火
を
灯
さ
な
い
と
、
ど
の
星
座
な
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
か
ら
。

5

　星
座
は
星
々
を
人
が
つ
な
い
で
つ
く
っ
た
も
の
で
、
星
よ
り
あ
と
に
で
き
た
も
の
だ
か
ら
。

問
十

　傍
線
部
⑧
「
一
瞬
、
ぼ
く
は
そ
の
場
で
目
を
閉
じ
た
」、
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
「
ぼ
く
」
の
気
持
ち
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑬
の
欄
）

1

　さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
に
み
ま
わ
れ
つ
つ
も
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
を
、
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
る
。

2

　み
ん
な
で
完
成
さ
せ
た
星
座
を
見
て
、
星
座
の
誕
生
と
物
語
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
感
動
の
あ
ま
り
涙
ぐ
ん
で
い
る
。

3

　星
々
か
ら
星
座
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
の
す
ご
さ
と
、
周
囲
の
感
動
す
る
声
を
全
身
で
感
じ
取
り
、
達
成
感
と
感
動
を
味
わ
っ
て
い
る
。

4

　頭
で
は
理
解
し
て
い
た
つ
も
り
の
星
座
の
誕
生
を
本
当
の
意
味
で
理
解
で
き
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
と
尊
さ
に
感
動
し
て
い
る
。

5

　苦
労
し
て
準
備
を
し
て
き
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
が
成
功
し
、
周
囲
か
ら
満
足
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
に
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
る
。

問
五

　傍
線
部
④
「
ふ
り
返
る
と
も
う
そ
の
場
に
木
崎
先
輩
の
姿
は
な
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
の
描
写
か
ら
わ
か
る
「
木
崎
先
輩
」
の
人
物
像
と

し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑧
の
欄
）

1

　自
分
の
信
念
を
曲
げ
ず
、
正
し
い
こ
と
は
正
し
い
と
言
え
る
強
さ
を
も
っ
た
人
物
。

2

　つ
ん
と
し
て
近
寄
り
が
た
い
存
在
で
は
あ
る
が
、
本
当
は
親
切
で
後
輩
を
手
助
け
し
続
け
る
人
物
。

3

　人
を
突
き
放
す
よ
う
な
態
度
で
は
あ
る
が
、
頑
張
っ
た
後
輩
を
思
い
や
る
優
し
さ
を
持
っ
た
人
物
。

4

　い
つ
も
遠
く
か
ら
後
輩
を
助
け
て
く
れ
る
が
、
恥
ず
か
し
が
り
や
の
た
め
、
す
ぐ
に
隠
れ
た
が
る
人
物
。

5

　同
級
生
と
う
ま
く
付
き
合
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
輩
と
は
仲
が
良
く
、
助
け
て
く
れ
る
人
物
。

問
六

　

Ⅰ

に
当
て
は
ま
る
体
の
部
分
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑨
の
欄
）

1

　腕

　
　2

　目

　
　3

　手

　
　4

　首

　
　5

　足

　
　

問
七

　傍
線
部
⑤
「
千
五
百
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
、
こ
れ
か
ら
火
を
つ
け
ら
れ
る
の
を
静
か
に
待
っ
て
い
る
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
技
法
を
、
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑩
の
欄
）

1

　倒
置
法

　
　2

　擬
人
法

　
　3

　隠
喩

　
　4

　体
言
止
め

　
　5

　直
喩

問
八

　傍
線
部
⑥
「
命
の
始
ま
る
前
は
、
こ
ん
な
感
じ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
様
子
な
の
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
適

当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑪
の
欄
）

1

　大
勢
の
人
が
待
ち
わ
び
る
中
、
キ
ャ
ン
ド
ル
に
命
の
と
も
し
び
が
つ
け
ら
れ
る
の
を
静
か
に
待
っ
て
い
る
様
子
。

2

　大
勢
の
人
が
暗
が
り
の
な
か
で
、
こ
れ
か
ら
星
座
が
で
き
あ
が
る
の
を
、
息
を
殺
し
て
静
か
に
待
っ
て
い
る
様
子
。

3

　そ
れ
ぞ
れ
が
決
め
ら
れ
た
位
置
に
つ
き
、
準
備
が
で
き
て
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
静
か
に
待
っ
て
い
る
様
子
。

4

　全
員
が
心
を
あ
わ
せ
て
、
キ
ャ
ン
ド
ル
に
命
を
吹
き
込
ん
で
星
に
し
よ
う
と
決
意
す
る
様
子
。

5

実
行
委
員
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
、
今
ま
さ
に
報
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
、
期
待
と
興
奮
に
満
ち
た
様
子
。

－ 30 －

国
語
平
成
29
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－ 31 －

問
一

　傍
線
部
ⓐ
か
ら
ⓓ
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

ⓐ
↓

　1

　撤

　
　2

　鉄

　
　3

　徹

　
　4

　哲

　
　5

　迭 

（
解
答
は
①
の
欄
）

ⓑ
↓

　1

　人

　
　2

　仁

　
　3

　神

　
　4

　迅

　
　5

　陣 
（
解
答
は
②
の
欄
）

ⓒ
↓

　1

　壌

　
　2

　謙

　
　3

　錠

　
　4

　譲

　
　5

　嬢 
（
解
答
は
③
の
欄
）

ⓓ
↓

　1

　観

　
　2

　間

　
　3

　歓

　
　4

　館

　
　5

　幹 

（
解
答
は
④
の
欄
）

問
二

　傍
線
部
①
「
響
く
」
の
活
用
形
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑤
の
欄
）

1

　未
然
形

　
　2

　連
用
形

　
　3

　終
止
形

　
　4

　連
体
形

　
　5

　命
令
形

問
三

　傍
線
部
②
「
思
い
が
け
な
い
光
景
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
「
思
い
が
け
な
」
か
っ
た
の
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑥
の
欄
）

1

　キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
と
関
係
の
な
い
人
た
ち
が
、
先
生
の
指
示
に
従
う
は
ず
が
な
い
か
ら
。

2

　キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
実
行
委
員
が
、
指
示
も
さ
れ
な
い
ま
ま
各
自
で
判
断
し
て
動
い
た
か
ら
。

3

　キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
実
行
委
員
以
外
の
人
た
ち
ま
で
が
、
実
行
で
き
る
よ
う
に
協
力
し
て
く
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
。

4

　キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が
、
こ
こ
ま
で
た
く
さ
ん
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
。

5

　キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
が
実
行
で
き
る
よ
う
に
、
傘
だ
け
で
な
く
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
ま
で
差
し
出
し
て
く
れ
た
か
ら
。

問
四

　傍
線
部
③
「
気
ま
ず
げ
」
の
こ
こ
で
の
意
味
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑦
の
欄
）

1

　気
分
が
よ
く
な
い

　
　2

　居
心
地
が
悪
い

　
　3

　不
愉
快
な

4

　う
と
ま
し
い

　
　
　
　5

　心
が
痛
む
よ
う
な

続
け
て
、
二
等
星
に
も
火
が
つ
け
ら
れ
て
い
く
。
校
庭
の
あ
ち
こ
ち
で
、
ぽ
つ
り
、
ぽ
つ
り
と
金
色
の
炎
が
広
が
っ
て
い
く
。

⑦
初
め
に
星
々
に
火
を
入
れ
る
べ
き
だ
。
そ
う
強
く
主
張
し
た
の
は
、
水
原
だ
っ
た
。

「
だ
っ
て
、
初
め
に
あ
っ
た
の
は
星
で
し
ょ
う
？

　そ
し
て
そ
れ
を
つ
な
い
だ
の
が
星
座
だ
も
の
。
そ
の
逆
じ
ゃ
な
い
わ
」

そ
う
言
っ
てⓒ
ユ
ズ
ら
な
か
っ
た
。

や
が
て
、
校
庭
に
す
べ
て
の
星
が
出
そ
ろ
っ
た
。

今
は
ま
だ
、空
に
あ
る
の
と
同
じ
、ば
ら
ば
ら
の
星
た
ち
だ
。
こ
れ
か
ら
そ
れ
を
つ
な
い
で
星
座
に
変
え
て
い
く
。
ぼ
く
た
ち
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
火
を
つ
け
て
い
っ

た
。手

の
ひ
ら
に
収
ま
る
く
ら
い
の
小
さ
な
ろ
う
そ
く
の
灯
り
が
、
つ
な
が
り
合
っ
て
、
や
が
て
地
面
に
大
き
な
物
語
を
描
き
だ
す
。
闇
の
中
、
ろ
う
そ
く
の
燃
え

る
匂
い
が
し
た
。
こ
ん
な
に
小
さ
な
炎
な
の
に
、
足
も
と
が
ほ
ん
の
り
暖
か
い
。
夢
中
で
火
を
つ
け
て
い
る
と
、
と
ん
、
と
な
に
か
や
わ
ら
か
い
も
の
が
肩
に
触

れ
た
。
水
原
だ
っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
、
足
も
と
に
オ
リ
オ
ン
座
が
完
成
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
、
水
原
の
言
っ
て
い
た
言
葉
の
意
味
が
す
と
ん
と
胸
に
落
ち
た
。

│
初
め
に
あ
っ
た
の
は
星
で
し
ょ
う
？

あ
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
か
。

頭
で
は
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
だ
け
ど
今
、
も
っ
と
べ
つ
の
深
い
場
所
で
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
わ
か
っ
た
気
が
す
る
。

顔
を
上
げ
る
と
、
他
の
星
座
も
あ
ち
こ
ち
で
結
ば
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

す
べ
て
の
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
が
灯
さ
れ
た
と
き
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
上
に
、
巨
大
な
冬
の
星
座
と
、
学
校
の
創
立
を
祝
う
文
字
が
、
輝
き
と
と
も
に
姿
を
現
し
た
。

ぼ
く
た
ち
の
手
で
並
べ
た
紙
コ
ッ
プ
が
、
光
を
た
た
え
て
闇
の
中
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
。

わ
あ
っ
。

 ⓓ
カ
ン
客
か
ら
ひ
と
き
わ
大
き
な
声
が
あ
が
っ
た
。

「
す
ご
ー
い
」

「
き
れ
い
…
…
」

ど
よ
め
き
が
さ
ざ
波
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
く
。

そ
の
声
を
体
全
体
で
受
け
と
め
な
が
ら
、⑧
一
瞬
、
ぼ
く
は
そ
の
場
で
目
を
閉
じ
た
。

 
（
市い

ち
か
わ川

　朔さ

く

こ
久
子
『
紙
コ
ッ
プ
の
オ
リ
オ
ン
』
よ
り
）
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「
…
…
あ
ん
た
も
行
け
ば
？
」

と
ん
、
と
押
し
だ
さ
れ
る
よ
う
に
水
原
が
よ
ろ
め
き
で
る
。④
ふ
り
返
る
と
も
う
そ
の
場
に
木
崎
先
輩
の
姿
は
な
か
っ
た
。
水
原
が
戸
惑
っ
た
よ
う
な
顔
で
ぼ

く
を
見
て
く
る
の
で
、
大
き
く
笑
顔
を
作
っ
て
み
せ
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
で
い
っ
せ
い
に
行
こ
う
！
」

ぼ
く
た
ち
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
歩
み
で
る
と
、
み
ん
な
が
そ
の
後
に
続
い
た
。
間
隔
を
取
り
な
が
ら
、
ば
ら
ば
ら
に
散
っ
て
い
く
。
進
藤
先
輩
は
ぎ
ょ
し
ゃ
座
の

カ
ペ
ラ
の
前
に
立
ち
、
元
気
は
こ
い
ぬ
座
の
プ
ロ
キ
オ
ン
にⓑ
ジ
ン
取
っ
て
い
る
。
木
崎
先
輩
は
お
お
い
ぬ
座
の
シ
リ
ウ
ス
の
前
に
つ
く
。
水
原
は
、
オ
リ
オ
ン

座
の
三
ツ
星
の
と
こ
ろ
に
い
た
。

「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
リ
ゲ
ル
に
行
け
ば
？

　一
等
星
の
」

ぼ
く
が
声
を
か
け
る
と
、
水
原
は

Ⅰ

を
振
っ
て
、

「
う
う
ん
。
こ
こ
が
い
い
」

と
笑
っ
た
。
ぼ
く
は
小
さ
く
う
な
ず
き
、
同
じ
オ
リ
オ
ン
の
ペ
テ
ル
ギ
ウ
ス
の
あ
た
り
に
立
っ
た
。

そ
こ
か
ら
ぐ
る
り
と
周
り
を
見
渡
す
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
つ
い
て
い
た
。
暗
が
り
の
中
、⑤
千
五
百
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
、
こ
れ
か
ら
火
を
つ
け
ら

れ
る
の
を
静
か
に
待
っ
て
い
る
。

ふ
と
、⑥
命
の
始
ま
る
前
は
、
こ
ん
な
感
じ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
。

そ
の
と
き
、
校
舎
の
明
か
り
が
消
え
て
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た
。

「
十
、
九
、
八
、
七
、
六
、
五
」

目
を
閉
じ
て
そ
の
声
を
聞
く
。

「
四
、
三
、
二
、
一
、

│
」

今
は
、
真
っ
暗
な
闇や

み

だ
け
が
あ
る
。

「
点
火
」

カ
チ
リ
、
と
か
す
か
な
音
を
た
て
て
炎
が
現
れ
た
。
キ
ャ
ン
ド
ル
の
芯
に
そ
の
火
を
移
す
。

ぽ
う
っ
、
と
灯
り
が
灯
っ
た
。

紙
コ
ッ
プ
に
反
射
し
た
光
が
や
わ
ら
か
く
あ
た
り
を
照
ら
す
。

わ
あ
っ
、
と
周
囲
か
ら
声
に
な
ら
な
い
声
が
あ
が
っ
た
。

初
め
に
灯
す
の
は
、
一
等
星
の
星
々
だ
。
周
り
で
見
て
い
る
人
に
は
、
き
っ
と
暗
闇
の
中
、
星
が
生
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ
う
。

カ
ペ
ラ
が
灯
る
。
ポ
ル
ッ
ク
ス
が
灯
る
。
ひ
と
つ
、
ま
た
ひ
と
つ
と
星
が
輝
き
は
じ
め
る
。
順
に
火
を
入
れ
、
七
つ
の
一
等
星
す
べ
て
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

冬
の
大
三
角
と
、
六
角
形
の
冬
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
姿
を
現
し
た
。

み
ん
な
キ
ャ
ン
ド
ル
が
濡ぬ

れ
な
い
よ
う
に
傘
を
さ
し
か
け
て
く
れ
て
い
る
。
傘
を
持
っ
て
い
な
く
て
、
こ
の
寒
空
に
、
紙
コ
ッ
プ
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
し
て
自
分

の
体
で
守
っ
て
く
れ
て
い
る
者
も
い
た
。
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
で
覆
っ
て
あ
る
場
所
も
あ
る
。
保
護
者
や
先
生
た
ち
の
姿
も
見
え
た
。
い
ち
ば
ん
前
で
傘
を
振
り

な
が
ら
手
招
き
し
て
い
る
の
は
、
校
長
先
生
だ
。

「
す
げ
え
…
…
」

元
気
が
息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
言
っ
た
。

「
傘
と
人
で
、
星
座
が
で
き
て
る
」

水
原
が
泣
き
笑
い
の
よ
う
な
顔
で
言
う
。

「
橘
！

　轟
と
ど
ろ
き！

　走
れ
！
」

谷
先
生
の
怒
号
に
、
ぼ
く
た
ち
は
再
び
走
り
だ
し
た
。

先
生
の
予
想
ど
お
り
、
雨
は
二
十
分
程
度
で
や
ん
だ
。

た
い
し
た
降
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
っ
と
覆
い
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
外
し
た
と
き
も
、
中
は
ほ
と
ん
ど
濡
れ
て
い
な
か
っ
た
。
砂
が
少
し
湿
っ
た
程
度
だ
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
ひ
っ
く
り
返
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
が
、き
ち
ん
と
並
べ
直
し
た
り
、新
し
い
も
の
と
取
り
か
え
た
り
し
て
、す
ぐ
に
も
と
の
状
態
に
な
っ

た
。こ

の
一
幕
の
せ
い
で
、
す
で
に
と
っ
ぷ
り
と
日
が
暮
れ
て
、
あ
た
り
は
真
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

点
灯
は
、
三
十
分
遅
れ
で
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
ひ
ー
、
冷
て
え
」

元
気
が
タ
オ
ル
で
ご
し
ご
し
と
髪
や
肩
を
こ
す
る
。
さ
っ
き
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
運
ん
で
い
て
、
雨
に
濡
れ
て
し
ま
っ
た
。
ぼ
く
の
手
も
か
じ
か
ん
で
、
す
で
に

感
覚
が
な
い
。
水
原
が
手
袋
を
外
し
て
、
は
あ
は
あ
と
息
を
吹
き
か
け
て
い
た
。
ふ
と
、
誰
か
の
視
線
を
感
じ
て
目
を
上
げ
る
と
、
木き

崎ざ
き

先
輩
が
こ
っ
ち
を
見
て

い
た
。
ぼ
く
が
見
て
い
る
の
に
気
づ
く
と
、
先
輩
は
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
を
揺
す
り
、
ぷ
い
と
向
こ
う
を
向
い
て
し
ま
っ
た
。

「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
み
ん
な
ラ
イ
タ
ー
を
持
っ
て
、
点
火
準
備
」

谷
先
生
の
号
令
が
か
か
る
。

き
ゃ
あ
っ
、
と
声
を
あ
げ
、
女
子
の
一
群
が
先
を
争
う
よ
う
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
飛
び
だ
し
て
い
く
。

そ
の
と
き
、
後
ろ
で
「
ね
え
」
と
声
が
し
た
。

「
先
に
、
委
員
長
た
ち
に
行
か
せ
て
あ
げ
た
ら
？
」

声
の
主
を
見
て
驚
く
。
木
崎
先
輩
だ
っ
た
。
つ
ん
と
顔
を
あ
げ
、
ま
っ
す
ぐ
に
前
を
見
て
い
る
。

ぼ
く
と
進
藤
先
輩
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
元
気
が
ひ
ゅ
う
、
と
音
の
し
な
い
口
笛
を
吹
く
。
先
に
飛
び
だ
し
て
い
っ
た
女
子
た
ち
が
、③
気
ま
ず
げ
な
顔
で
戻
っ

て
み
ん
な
の
後
ろ
に
回
っ
た
。

国
語
平
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平
成
二
十
九
年
度

　東
北
高
等
学
校

　入
学
試
験
問
題

　一
般
Ａ
日
程

国

　
語

解
答
注
意

　
問
題
は
全
部
で
三
十
四
問
あ
り
ま
す
。

解
答
シ
ー
ト
へ
の
記
入
例

　
①
の
答
え
が
2
の
と
き
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
記
入
し
ま
す
。

①
⇩

数字の記入例

○印の部分を注意してください。

一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

「
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
」
の
実
行
委
員
会
で
あ
る
ぼ
く
（
橘

た
ち
ば
な

論ろ
ん

里り

）
た
ち
は
、
論
里
の
発
案
で
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

今
日
は
い
よ
い
よ
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
当
日
で
あ
る
。

ぽ
つ
ぽ
つ
と
雨
が
落
ち
て
き
た
。
薄う

す

曇ぐ
も

り
だ
っ
た
空
に
い
つ
の
間
に
か
灰
色
の
雲
が
伸
び
て
い
る
。

ぼ
く
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
ち
つ
く
し
て
い
た
。

「
ま
ず
い
な
」

隣と
な
りで

進し
ん
ど
う藤

先
輩
が
言
う
。

「
雨
が
降
っ
た
ら
、
火
は
灯
せ
な
い
。
…
…ⓐ
テ
ッ
収
す
る
と
し
た
ら
、
早
め
が
い
い
」

「
そ
ん
な
」

こ
こ
ま
で
来
て
。
水み

ず
は
ら原

が
泣
き
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。

ど
う
す
る
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
。
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
あ
た
り
を
見
回
す
。
す
で
に
生
徒
や
見
学
の
保
護
者
が
大
勢
集
ま
っ
て
い
る
。
今
さ
ら
、
中
止
に
な

ん
か

│
。

「
橘
！
」

ふ
い
に
名
前
を
呼
ば
れ
た
。
谷た

に

先
生
が
走
っ
て
き
て
、
ぼ
く
に
鍵か

ぎ

を
手
渡
す
。

「
防
災
倉
庫
の
鍵
だ
。
中
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
あ
る
。
あ
り
っ
た
け
持
っ
て
こ
い
」

先
生
は
す
ぐ
に
背
を
向
け
、
そ
の
場
で
深
く
息
を
吸
い
こ
ん
だ
。
集
ま
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
ま
で
誰だ

れ

も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
く
ら
い
の
声

を
張
り
あ
げ
る
。

「
全
員
、
注
目
！
」

び
ん
と①
響
く
声
に
、
体
じ
ゅ
う
が
び
り
び
り
と
な
る
。
隣
で
元げ

ん

気き

が
耳
を
押
さ
え
た
。

「
傘か

さ

の
あ
る
生
徒
は
校
庭
に
集
合
！

　く
り
返
す
、
傘
を
持
っ
て
校
庭
に
集
合
！
」

校
庭
の
は
る
か
向
こ
う
に
い
る
人
た
ち
も
、
み
ん
な
ふ
り
返
っ
て
こ
っ
ち
を
見
て
い
る
。

「
早
く
行
け
！

　大
丈
夫
、
こ
の
雨
は
す
ぐ
や
む
。
急
げ
！
」

「
は
い
っ
！
」

僕
た
ち
は
倉
庫
へ
向
か
っ
て
い
っ
せ
い
に
駆
け
出
し
た
。

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
抱
え
て
戻
っ
て
く
る
と
、②
思
い
が
け
な
い
光
景
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

傘
を
持
っ
た
人
々
が
、
ず
ら
り
と
校
庭
に
並
ん
で
い
た
。
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問
一

　傍
線
部
（
ア
）・（
イ
）
の
文
中
で
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
ア
）「
覚
ゆ
」

│
1

　覚
え
て
い
る

　
　2

　思
わ
れ
る

　
　
　
　3

　気
が
す
る

　
　
　
　4

　目
覚
め
る 

（
解
答
は
㉗
の
欄
）

（
イ
）「
お
は
し
」

│
1

　つ
い
て
く
る

　
　2

　声
を
だ
さ
れ
る

　
　3

　人
を
呼
ば
れ
る

　
　4

　お
近
づ
き
に
な
る 

（
解
答
は
㉘
の
欄
）

問
二

　傍
線
部
ⓐ
「
さ
し
あ
て
て
ゐ
ぬ
」
を
現
代
か
な
づ
か
い
に
直
し
た
も
の
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
㉙
の
欄
）

1

　さ
し
あ
て
て
い
る

2

　さ
し
あ
て
て
い
ぬ

3

　さ
し
あ
て
て
え
ぬ

4

　さ
し
あ
て
て
い
む

問
三

　傍
線
部
①
「
上
野
守
」
と
同
じ
人
物
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉚
の
欄
）

1

　極
め
た
る
つ
は
も
の

　
　2

　河
内
守

　
　3

　乳
母
子

　
　4

　兵
衛
尉

　
　

問
四

　傍
線
部
②
「
逃
げ
得
べ
き
や
う
な
か
り
け
む
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
㉛
の
欄
）

1

　逃
げ
ら
れ
そ
う
に
な
い
と
わ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

2

　逃
げ
ら
れ
そ
う
な
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

3

　逃
げ
よ
う
と
し
て
方
法
を
さ
ぐ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か

4

　逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
わ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

問
五

　傍
線
部
③
「
壺
屋
の
内
に
児
の
腹
に
刀
を
さ
し
当
て
て
ゐ
た
り
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号

で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
32
の
欄
）

1

　子
ど
も
を
盗
も
う
と
し
た
が
、
失
敗
し
て
追
い
つ
め
ら
れ
た
か
ら
。

2

　子
ど
も
を
人
質
に
し
て
、
逃
が
し
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
か
ら
。

3

　親
孝
に
う
ら
み
が
あ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
を
さ
ら
お
う
と
し
た
か
ら
。

4

　人
質
の
子
ど
も
が
、
あ
ば
れ
て
手
が
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
。

問
六

　傍
線
部
④
「
近
く
な
寄
り
そ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
33
の
欄
）

1

　な
ん
と
か
し
て
近
く
に
寄
る
の
だ

2

　近
く
に
は
寄
ら
な
い
ほ
う
が
い
い

3

　け
っ
し
て
近
く
に
寄
る
な

4

　す
き
を
み
て
近
く
に
寄
れ

問
七

　傍
線
部
⑤
「
走
り
て
行
き
ぬ
」
の
主
語
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
34
の
欄
）

1

　頼
信

　
　2

　親
孝

　
　3

　若
君

　
　4

　家
来
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問
十

　こ
の
文
章
の
内
容
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉖
の
欄
）

1

　柄
井
川
柳
と
い
う
俳
諧
師
の
お
か
げ
で
、
日
本
の
短
歌
や
俳
句
が
世
界
的
に
有
名
な
芸
術
と
な
っ
た
。

2

　プ
ロ
も
ア
マ
チ
ュ
ア
も
関
係
な
く
発
表
で
き
る
俳
句
は
、
第
二
芸
術
と
し
て
大
切
な
も
の
だ
。

3

　韓
国
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も
、
俳
句
と
似
た
よ
う
な
五
七
五
調
の
詩
が
あ
る
。

4

　現
代
で
は
俳
句
は
古
風
な
も
の
で
、
科
学
的
合
理
主
義
に
合
わ
な
い
も
の
な
の
で
、
だ
れ
も
作
ろ
う
と
し
な
い
。

5

　国
民
詩
を
自
覚
し
、
忘
れ
て
い
た
民
族
の
心
を
取
り
も
ど
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
和
が
築
け
る
の
で
は
な
い
か
。

三

次
の
古
文
と
そ
の
現
代
語
訳
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

今
は
昔
、
河か

は
ち
の
か
み

内
守
源み
な
も
と
の

　頼よ
り
の
ぶ信

朝あ
つ
そ
ん臣

、①
上か

み
つ
け
の
か
み

野
守
に
て
そ
の
国
に
あ
り
け
る
時
、
そ
の
乳め
の
と
ご

母
子
に
て
、
兵
ひ
や
う
ゑ
の
じ
よ
う

衛
尉
藤ふ
じ
は
ら
の原

親ち
か
た
か孝

と
い
ふ
者
あ
り
け
り
。
そ
れ
も
極き
は

め
た
る
つ
は
も
の
に
て
、
頼
信
と
と
も
に
そ
の
国
に
あ
り
け
る
間
、
そ
の
親
孝
が
ゐ
た
り
け
る
家
に
、
盗ぬ
す

人び
と

を
捕
ら
へ
て
、
う
ち
付
け
て
置
き
た
り
け
る
が
、
い

か
が
し
け
む
、
枷か

鏁さ

を
抜
き
て
逃
げ
な
む
と
し
け
る
に
、②
逃
げ
得う

べ
き
や
う
な
か
り
け
む
、
こ
の
親
孝
が
子
の
五
つ
六
つ
ば
か
り
な
る
あ
り
け
る
男な
ん

子し

の
、
形

い
つ
く
し
か
り
け
る
が
、
走
り
歩あ

り

き
け
る
を
、
こ
の
盗
人
質し
ち

に
取
り
て
、
壺つ
ぼ

屋や

の
あ
り
け
る
う
ち
に
入
り
て
、
膝ひ
ざ

の
下
に
こ
の
児
を
か
き
臥ふ

せ
て
、
刀
を
抜
き
て
、

児
の
腹
にⓐ
さ
し
あ
て
て
ゐ
ぬ
。

そ
の
と
き
に
親
孝
は
館た

ち

に
あ
り
け
れ
ば
、
人
走
り
行
き
て
、「
若
君
を
ば
盗
人
質
に
取
り
奉
た
て
ま
つり

つ
」
と
告
げ
け
れ
ば
、
親
孝
驚
き
騒
ぎ
て
走
り
来き
た

り
て
見
れ
ば
、

ま
こ
と
に
盗
人③
壺
屋
の
内
に
児
の
腹
に
刀
を
さ
し
当
て
て
ゐ
た
り
。
見
る
に
目
も
暗く

れ
て
、
せ
む
方
な
く
覚
ゆ
。「
た
だ
寄
り
て
や
奪ば

ひ
て
ま
し
」
と
思
へ
ど
も
、

大
き
な
る
刀
の
き
ら
め
き
た
る
を
あ
ら
は
に
児
の
腹
に
さ
し
当
て
、「
近
く
な
寄
り
お
は
し
ま
し
そ
。
近
く
だ
に
寄
り
お
は
し
ま
さ
ば
突
き
殺
し
奉
ら
む
と
す
」

と
言
へ
ば
、
あ
ら
は
に
言
ふ
ま
ま
に
突
き
殺
し
て
は
、
百
千
に
こ
の
や
つ
を
切
り
刻
み
た
り
と
も
、
何
の
益か

ひ

か
は
あ
る
べ
き
と
思
ひ
て
、
郎ら
う
と
う等
ど
も
に
も
、「
あ

な
か
し
こ
、④
近
く
な
寄
り
そ
。
た
だ
遠と
ほ

外よ
そ

に
て
守ま
ぼ

り
て
あ
れ
」
と
言
ひ
て
、「
御み

館た
ち

に
参
り
て
申
さ
む
」
と
て
、⑤
走
り
て
行
き
ぬ
。

 

（
三
省
堂
「
今
昔
物
語
」
巻
二
五
―
一
一
）

〔
現
代
語
訳
〕
今
と
な
っ
て
は
昔
の
こ
と
だ
が
、
河
内
守
源
頼
信
朝
臣
、

上
野
守
に
て
そ
の
国
に
あ
り
け
る
時

、
そ
の
乳
母
子
で
、
兵
衛
尉
藤
原
親
孝
と
い

う
者
が
い
た
。
そ
の
人
も
優
れ
た
武
士
で
、
頼
信
と
と
も
に
国
に
い
た
間
、
そ
の
親
孝
が
住
ん
で
い
た
家
に
、
盗
人
を
捕
ら
え
て
、
縛
り
つ
け
て
お
い
た
と
こ
ろ
、

ど
の
よ
う
に
し
て
で
あ
ろ
う
か
、
手
か
せ
足
か
せ
を
抜
い
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、

逃
げ
得う

べ
き
や
う
な
か
り
け
む

、
こ
の
親
孝
の
子
ど
も
で
五
、
六
才
く

ら
い
の
男
の
子
で
、
容
姿
が
整
っ
て
い
て
か
わ
い
い
子
が
、
走
り
回
っ
て
い
た
の
を
、
こ
の
盗
人
は
人
質
に
取
っ
て
、
物
置
が
あ
っ
た
そ
の
中
に
入
っ
て
、
膝
の

下
に
こ
の
子
を
ね
じ
伏
せ
て
、
刀
を
抜
い
て
、
子
ど
も
の
腹
に

さ
し
あ
て
て
ゐ
ぬ

。

そ
の
時
に
親
孝
は
国
府
の
庁
に
い
た
の
で
、
人
が
走
っ
て
行
っ
て
、「
若
君
を
盗
人
が
人
質
に
取
り
申
し
ま
し
た
」
と
告
げ
る
と
、
親
孝
は
驚
き
あ
わ
て
て
走
っ

て
来
て
見
る
と
、
本
当
に
盗
人
が

壺
屋
の
内
に
児
の
腹
に
刀
を
さ
し
当
て
て
ゐ
た
り

。
こ
れ
を
見
て
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
っ
て
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

わ
か
ら
な
く

覚
ゆ

。「
ひ
た
す
ら
近
寄
っ
て
奪
い
返
そ
う
か
」
と
思
う
が
、
大
き
な
刀
が
き
ら
め
い
て
い
る
の
を
は
っ
き
り
と
子
ど
も
の
腹
に
突
き
当
て
て
、 

「
近
く
に
お
寄
り
な
さ
る
な
。
少
し
で
も

お
は
し

な
ら
ば
突
き
殺
し
申
す
だ
ろ
う
よ
」
と
言
う
の
で
、
本
当
に
言
う
と
お
り
に
突
き
殺
し
て
は
、
百
千
に
こ

い
つ
を
切
り
刻
ん
で
も
、何
の
か
い
が
あ
る
だ
ろ
う
か
（
あ
り
は
し
な
い
）
と
思
っ
て
、家
来
た
ち
に
も
「
よ
い
か
、
近
く
な
寄
り
そ

。
た
だ
遠
巻
き
に
見
守
っ

て
い
ろ
」
と
言
っ
て
、「
お
館
に
参
っ
て
申
し
上
げ
よ
う
」
と
言
っ
て
、

走
り
て
行
き
ぬ

。

（
ア
）

（
イ
）
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国
語
平
成
28

問
一

　傍
線
部
ⓐ
か
ら
ⓓ
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

ⓐ
↓

　1

　卓

　
　2

　宅

　
　3

　択

　
　4

　託

　
　5

　拓 

（
解
答
は
⑭
の
欄
）

ⓑ
↓

　1

　的

　
　2

　適

　
　3

　敵

　
　4

　滴

　
　5

　摘 

（
解
答
は
⑮
の
欄
）

ⓒ
↓

　1

　位

　
　2

　偉

　
　3

　異

　
　4

　衣

　
　5

　威 

（
解
答
は
⑯
の
欄
）

ⓓ
↓

　1

　処

　
　2

　所

　
　3

　署

　
　4

　諸

　
　5

　初 

（
解
答
は
⑰
の
欄
）

問
二

　

Ⅰ

に
あ
て
は
ま
る
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
⑱
の
欄
）

1

　た
と
え
ば

　
　2

　そ
こ
で

　
　3

　た
し
か
に

　
　4

　だ
か
ら

　
　5

　さ
て

　
　

問
三

　傍
線
部
①
「
階
」
の
部
首
名
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑲
の
欄
）

1

　こ
ざ
と
へ
ん

　
　2

　り
っ
し
ん
べ
ん

　
　3

　お
お
ざ
と

　
　4

　ふ
る
と
り

　
　5

　ひ
き
へ
ん

　
　

問
四

　傍
線
部
②
「
事
情
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
事
情
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
⑳
の
欄
）

1

　た
く
さ
ん
の
人
が
自
作
を
活
字
に
す
る
と
い
う
事
情

2

　国
民
詩
を
も
た
な
い
国
は
な
い
と
い
う
事
情

3

　身
分
に
関
わ
ら
ず
詩
を
つ
く
っ
て
発
表
す
る
と
い
う
事
情

4

　『万
葉
集
』
そ
っ
く
り
の
詩
集
が
あ
る
と
い
う
事
情

5

　民
衆
が
即
興
的
に
五
行
詩
を
つ
く
る
と
い
う
事
情

問
五

　傍
線
部
③
「
こ
ん
な
」
の
内
容
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉑
の
欄
）

1

　下
品
で
皮
肉
な
内
容
で
あ
る
と
い
う
こ
と

2

　文
学
の
母
胎
と
な
る
よ
う
な
性
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と

3

　行
ご
と
に
韻
を
ふ
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

4

　権
力
者
へ
の
か
ら
か
い
や
た
く
ま
し
い
笑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と

5

同
じ
言
葉
を
何
度
も
く
り
返
す
と
い
う
こ
と

問
六

　傍
線
部
④
「
国
民
か
ら
国
民
詩
を
の
ぞ
く
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で

答
え
な
さ
い
。 
（
解
答
は
㉒
の
欄
）

1

　国
民
詩
は
、
み
ん
な
が
も
っ
て
い
る
表
現
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
結
し
た
も
の
だ
か
ら
。

2

　国
民
詩
は
、
伝
統
的
な
叙
情
や
、
明
る
い
お
か
し
み
が
や
ど
っ
て
い
る
か
ら
。

3

　国
民
詩
は
、
皮
肉
や
か
ら
か
い
の
中
に
表
現
力
を
つ
ち
か
っ
て
き
た
も
の
だ
か
ら
。

4

　国
民
詩
は
、
国
民
的
に
作
ら
れ
る
定
型
詩
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
。

5

　国
民
詩
は
、
民
族
の
心
を
そ
の
中
に
た
く
わ
え
、
保
ち
つ
づ
け
る
容
器
だ
か
ら
。

問
七

　傍
線
部
⑤
「
い
ま
や
俳
句
が
世
界
的
に
愛
好
さ
れ
て
い
る
と
い
う
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番

号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉓
の
欄
）

1

　俳
句
が
、
向
井
さ
ん
に
よ
っ
て
世
界
中
に
知
ら
れ
た
か
ら
。

2

　俳
句
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
国
民
詩
を
思
い
起
こ
さ
る
か
ら
。

3

　俳
句
は
、
五
七
五
調
で
リ
ズ
ム
が
よ
く
、
親
し
み
や
す
い
か
ら
。

4

　俳
句
は
、
心
を
ゆ
た
か
に
す
る
芸
術
で
あ
る
か
ら
。

5

　俳
句
は
、
人
類
の
平
和
を
築
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ
か
ら
。

問
八

　傍
線
部
⑥
「
呼
び
水
」
の
意
味
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉔
の
欄
）

1

　き
っ
か
け

　
　2

　理
由

　
　3

　流
れ

　
　4

　い
い
わ
け

　
　5

　感
情

問
九

　

Ⅱ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
㉕
の
欄
）

1

　詩

　
　2

　合
唱

　
　3

　リ
ズ
ム

　
　4

　世
紀

　
　5

　芸
術

俳
句
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
国
民
詩
を
思
い
起
こ
さ
れ
る
か
ら
。
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二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

先
ご
ろ
、
宇
宙
飛
行
士
の
向む

か

井い

千ち

秋あ
き

さ
ん
がⓐ
タ
ク
抜
な
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
宇
宙
か
ら
短
歌
の
上
の
句
「
宙
返
り

　何
度
も
で
き
る

　無
重
力
」
を
送
っ

て
き
て
、
こ
の
下
の
句
を
つ
け
て
く
れ
、
と
よ
び
か
け
た
の
で
あ
る
。

す
る
と
十
四
万
五
千
句
が
寄
せ
ら
れ
た
。
す
ご
い
数
だ
。
も
ち
ろ
ん
専
門
歌
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
い
つ
も
は
短
歌
な
ど
作
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
、
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
。

い
や
、
考
え
て
み
る
と
、
今
か
ら
二
百
五
十
年
ほ
ど
前
、
柄か

ら

井い

川
柳
と
い
う
俳
諧
師
が
い
て
、
同
じ
よ
う
な
付
句
を
募
集
し
た
。
そ
の
ば
あ
い
は
逆
に
下
の
句

を
出
し
て
、
全
国
か
ら
上
の
句
を
求
め
た
。
た
と
え
ば
「
切
り
た
く
も
あ
り

　切
り
た
く
も
な
し
」
と
い
う
句
を
出
し
た
。
す
る
と
「
盗
人
を

　と
ら
え
て
み
れ

ば

　わ
が
子
な
り
」
と
い
う
の
が
返
っ
て
き
た
。

二
つ
の
結
び
つ
き
の
絶
妙
さ
が
お
お
い
に
う
け
て
、
こ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
句
を
今
や
川
柳
と
よ
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
愛
好
し
て
い
る
。

さ
て
川
柳
へ
の
付
句
も
、
多
い
と
き
は
一
万
五
千
句
に
な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
向
井
さ
ん
の
ば
あ
い
の
十
分
の
一
に
あ
た
る
。
今
日
の
よ
う
に
新
聞
も
テ
レ
ビ

も
な
い
時
代
だ
か
ら
、
二
つ
の
数
は
ほ
ぼ
匹ⓑ
テ
キ
す
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

日
本
の
み
ん
な
が
も
っ
て
い
る
表
現
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
二
百
五
十
年
間
か
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
人
び
と
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
は
短
歌
や
俳
句
と
い
う
国
民
詩
が
あ
る
。
こ
ん
な
に
詩
の
心
ゆ
た
か
な
国
は
ほ
か
に

な
い
、
と
。

反
対
に
批
判
の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。
だ
か
ら
プ
ロ
も
ア
マ
チ
ュ
ア
も
区
別
が
つ
か
な
く
て
、
俳
句
な
ん
て
芸
術
と
は
い
え
な
い
。
第
二
芸
術
だ
、
と
。

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
。

Ⅰ

、
短
歌
、
俳
句
の
雑
誌
が
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
発
行
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
自
作
を
活
字
に
す
る
国
は
ち
ょ
っ
と
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ

も
そ
も
国
民
詩
を
も
た
な
い
国
な
ど
、
あ
る
は
ず
が
な
い
。

日
本
の
ま
わ
り
を
見
渡
し
て
も
、
韓
国
に
は
八
百
年
近
く
前
か
ら
時ジ

調ジ
ヨ

と
よ
ば
れ
る
詩
が
作
ら
れ
て
い
て
、
今
も
さ
か
ん
で
あ
る
。
三
行
詩
、
ふ
つ
う
は
全
部

で
四
十
五
文
字
ほ
ど
。
三
行
め
は
初
句
が
三
文
字
、
二
句
め
は
五
文
字
か
ら
七
文
字
と
き
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
、
二
行
に
対
し
て
第
三
行
に
心
情
を
詠
嘆
す
る

形
式
だ
と
い
う
（
瀬せ

尾お

文ふ
み

子こ

『
時
調
四
四
三
首
選
』）。

韓
国
で
は
こ
れ
を
王
族
の
人
か
ら
妓ぎ

女じ
ょ

ま
で
、
あ
ら
ゆ
る①
階
層
の
ひ
と
が
つ
く
る
。
ま
さ
に
天
皇
か
ら
芸
人
ま
で
が
作
者
の
『
万
葉
集
』
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

（
中
略
）

 ②
事
情
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
ち
が
う
は
ず
が
な
い
。
古
い
文
化
を
残
す
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
リ
メ
リ
ッ
ク
も
、
代
表
的
な
国
民
詩
の
一
つ
と
し
て
数
え
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
日
本
の
旋せ

頭ど
う

歌か

と
い
う
民
衆
歌
謡
と
似
て
い
る
。
ま
さ
に
民
衆
が
即
興
的
に
つ
く
る
五
行
詩
で
あ
る
。
だ
か
ら
な
か
な
か
、
き
わ
ど
い
も
の
ま

で
あ
る
。

聖
職
者
へ
の
痛
烈
な
か
ら
か
い
、
韻い
ん

を
ふ
ん
だ
り
同
じ
言
葉
を
何
度
も
何
度
も
く
り
返
す※
ナ
ン
セ
ン
ス
ぶ
り
、
そ
こ
に
た
く
ま
し
い
笑
い
が
あ
る
。
そ
し
て 

③
こ
ん
な
特
徴
は
こ
れ
ま
た
『
万
葉
集
』
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
リ
メ
リ
ッ
ク
は
下
品
な
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
権ⓒ
イ
へ
の
皮
肉
が
み
ち
み
ち
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
、
長
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
圧
迫
を
う
け

な
が
ら
皮
肉
や
か
ら
か
い
の
中
に
表
現
力
を
つ
ち
か
っ
て
き
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
、
母
胎
だ
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
国
民
詩
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
た
だ
国
民
的
に
作
ら
れ
る
定
型
詩
が
あ
る
と
い
っ
た
事
実
で
は
な
く
て
、
民
族
の
心
を
そ
の
中
に

た
く
わ
え
る
こ
と
で
、
保
ち
つ
づ
け
て
き
た
容
器
が
国
民
詩
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
リ
メ
リ
ッ
ク
と
い
う
器
の
中
に
は
た
く
ま
し
い
抵
抗
力
が
あ
る
。
同
様

に
、
時
調
と
い
う
器
の
中
に
は※
恨ハ
ン

の
リ
リ
シ
ズ
ム
が
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
よ
う
に
日
本
の
和
歌
や
俳
句
に
も
、
日
本
人
の
伝
統
的
な
抒じ

ょ

情じ
ょ
うや
、
明
る
い
お
か
し
み
の
心
が
や
ど
っ
て
い
る
。

各
民
族
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
詩
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
ど
ん
な
に
第
二
芸
術
だ
と
軽
蔑
し
て
み
て
も④
国
民
か
ら
国
民
詩
を
の
ぞ
く
こ
と
は

で
き
な
い
。

し
か
し
、
現
代
は
も
う
国
民
詩
な
ど
古
風
な
も
の
と
さ
れ
る
し
、
詩
じ
た
い
が
科
学
的
合
理
主
義
に
よ
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
捨
て
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

れ
で
い
て
、
何
か
あ
る
と
、
よ
み
が
え
っ
て
き
て
十
数
万
句
に
な
る
と
い
う
の
が
、
国
民
詩
に
集
結
す
る
は
ず
の
民
族
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

 ⑤
い
ま
や
俳
句
が
世
界
的
に
愛
好
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
現
象
を
わ
た
し
は
、
じ
つ
は
ひ
そ
か
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
人
が
か
つ
てⓓ
シ
ョ
有
し
、
今
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
民
族
の
リ
ズ
ム
を
よ
び
さ
ま
す⑥
呼
び
水
に
、
俳
句
が
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。
ハ
イ
ク
の
形
を

か
り
て
、
い
ま
世
界
中
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
忘
れ
て
い
た
民
族
の
心
の

Ⅱ

を
回
復
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

現
代
は
民
族
の
時
代
だ
と
い
う
。
二
十
一
世
紀
は
心
の
世
紀
だ
と
い
う
よ
び
声
も
高
い
。
そ
の
中
で
各
民
族
が
国
民
詩
を
自
覚
し
、
民
族
の
リ
ズ
ム
を
合
唱
す

る
こ
と
で
人
類
の
平
和
が
築
け
る
な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
こ
と
は
な
い
。

 

（
集
英
社
「
日
本
語
の
力
」
中
西

　進
）

※
ナ
ン
セ
ン
ス

│
ば
か
げ
た
こ
と
、
意
味
の
な
い
こ
と
。

※
恨
の
リ
リ
シ
ズ
ム

│
未
練
や
悲
し
み
、
悔
し
さ
の
中
に
み
ら
れ
る
抒
情
性
。
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問
二

　傍
線
部
①
「
投
げ
や
り
」
の
意
味
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑤
の
欄
）

1

　ば
か
ば
か
し
く
あ
き
ら
め
て
い
る
よ
う
な

2

　ふ
ま
じ
め
で
い
い
か
げ
ん
な

3

　ど
う
な
っ
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な

4

　攻
撃
的
で
気
に
さ
わ
る
よ
う
な

5

　ま
っ
た
く
興
味
が
な
さ
そ
う
な

問
三

　傍
線
部
②
「
唇
を
軽
く
噛
ん
だ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
「
瑞
希
」
の
気
持
ち
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号

で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑥
の
欄
）

1

　良
治
の
や
る
気
の
な
い
様
子
や
、
分
か
り
や
す
く
た
め
息
を
つ
く
し
ぐ
さ
に
、
嫌
な
気
分
に
な
っ
て
い
る
。

2

　自
分
が
せ
っ
か
く
盛
り
上
げ
た
チ
ー
ム
の
空
気
を
、
一
気
に
萎
め
た
良
治
を
う
ら
ん
で
い
る
。

3

　良
治
の
言
う
こ
と
に
は
逆
ら
え
な
い
の
で
、
言
い
た
い
こ
と
も
言
え
ず
に
悔
し
が
っ
て
い
る
。

4

　自
分
が
ま
る
で
意
図
的
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
鼓
舞
し
た
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
腹
を
立
て
て
い
る
。

5

　良
治
の
言
う
こ
と
が
正
し
い
の
だ
と
気
づ
き
、
は
ず
か
し
さ
の
あ
ま
り
何
も
言
え
な
い
で
い
る
。

問
四

　

Ⅰ

、

Ⅱ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

Ⅰ

 

1

　ひ
ざ

　
　
　2

　腕

　
　
　
　3

　あ
ご

　
　4

　首

　
　
　5

　指 

（
解
答
は
⑦
の
欄
）

Ⅱ

 

1

　二
の
腕

　
　2

　か
ぶ
り

　
　3

　そ
で

　
　4

　大
手

　
　5

　両
手 

（
解
答
は
⑧
の
欄
）

問
五

　傍
線
部
③
「
真
実
を
み
ん
な
に
伝
え
た
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
瑞
希
」
が
伝
え
た
い
「
真
実
」
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑨
の
欄
）

1

　透
哉
の
投
げ
る
球
は
、
ほ
か
の
中
学
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
負
け
な
い
く
ら
い
す
ご
い
の
だ
と
い
う
こ
と

2

　自
分
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
煽
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
思
っ
た
ま
ま
を
伝
え
た
だ
け
な
の
だ
と
い
う
こ
と

3

　透
哉
と
自
分
が
そ
ろ
え
ば
、
ほ
か
の
中
学
な
ど
に
負
け
る
わ
け
が
な
い
ほ
ど
強
い
の
だ
と
い
う
こ
と

4

　自
分
も
透
哉
も
必
死
に
な
っ
て
練
習
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
負
け
た
り
し
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と

5

良
治
は
透
哉
が
ど
れ
だ
け
す
ご
い
の
か
を
知
ら
な
い
の
で
、
調
子
に
の
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

問
六

　傍
線
部
④
「
負
け
」
の
活
用
形
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑩
の
欄
）

1

　未
然
形

　
　2

　連
用
形

　
　3

　終
止
形

　
　4

　連
体
形

　
　5

　仮
定
形

　
　

問
七

　傍
線
部
⑤
「
さ
も
お
か
し
そ
う
な
柔
ら
か
い
笑
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
「
監
督
」
の
気
持
ち
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑪
の
欄
）

1

　良
治
の
言
葉
で
や
る
気
を
な
く
し
た
チ
ー
ム
を
元
気
づ
け
る
た
め
、
無
理
に
で
も
笑
っ
て
場
を
お
さ
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち

2

　く
だ
ら
な
い
こ
と
を
言
い
合
っ
て
い
る
の
で
、
大
人
か
ら
見
る
と
馬
鹿
ら
し
い
と
い
う
気
持
ち

3

　対
立
す
る
意
見
が
出
た
こ
と
で
、
チ
ー
ム
が
成
長
す
る
機
会
が
お
と
ず
れ
、
う
れ
し
い
気
持
ち

4

　普
段
は
な
か
の
よ
い
瑞
希
と
良
治
が
、
め
ず
ら
し
く
け
ん
か
を
し
て
い
る
の
で
、
お
か
し
い
と
い
う
気
持
ち

5

　良
治
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
正
し
い
の
に
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
瑞
希
た
ち
が
こ
っ
け
い
だ
と
い
う
気
持
ち

問
八

　傍
線
部
⑥
「
監
督
と
キ
ャ
プ
テ
ン
の
声
が
繋
が
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
チ
ー
ム
の
様
子
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑫
の
欄
）

1

　チ
ー
ム
の
中
心
で
あ
る
キ
ャ
プ
テ
ン
と
監
督
の
息
が
合
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
な
ん
と
か
な
り
そ
う
だ
と
ほ
っ
と
し
て
い
る
様
子

2

　さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
い
て
お
と
な
し
く
な
っ
た
チ
ー
ム
が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
監
督
の
言
葉
で
い
つ
も
の
調
子
を
取
り
戻
し
て
い
る
様
子

3

　キ
ャ
プ
テ
ン
と
監
督
の
連
携
が
取
れ
て
い
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
行
動
が
で
き
て
い
る
様
子

4

　チ
ー
ム
全
体
が
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
監
督
だ
け
が
落
ち
着
い
て
い
る
様
子

5

　監
督
に
言
わ
れ
て
考
え
込
ん
で
い
る
チ
ー
ム
を
よ
そ
に
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
監
督
だ
け
が
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
様
子

問
九

　こ
の
文
章
の
内
容
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑬
の
欄
）

1

　監
督
を
中
心
と
し
て
描
く
こ
と
で
、
ま
と
ま
り
の
な
い
チ
ー
ム
が
じ
ょ
じ
ょ
に
一
つ
に
な
っ
て
頑
張
ろ
う
と
す
る
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る
。

2

　ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
意
見
を
、
う
ま
く
ま
と
め
る
キ
ャ
プ
テ
ン
の
藤
野
の
人
間
性
を
、
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。

3

　瑞
希
と
透
哉
の
心
の
つ
な
が
り
を
、
二
人
の
会
話
を
多
く
使
う
こ
と
で
読
者
に
理
解
さ
せ
る
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

4

　何
も
考
え
ず
勢
い
だ
け
で
ど
う
に
か
し
よ
う
と
す
る
チ
ー
ム
に
対
し
、
冷
静
な
良
治
が
欠
点
を
う
ま
く
補
っ
て
い
る
場
面
を
と
ら
え
て
い
る
。

5

　し
ぐ
さ
の
描
写
や
擬
人
法
な
ど
を
使
う
こ
と
で
、
勢
い
の
あ
る
瑞
希
や
冷
静
な
透
哉
た
ち
の
心
情
が
、
細
や
か
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
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良
治
は
、
黒
い
画
面
に
向
か
っ
て

Ⅰ

を
し
ゃ
く
っ
た
。

「
そ
の
平
井
な
ん
ち
ゃ
ら
と
か
い
う
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
球
か
て
、
う
た
れ
た
場
面
を
見
た
か
ら
、
何
か
打
て
る
よ
う
な
気
も
す
る
け
ど
、
実
際
、
打
席
に
立
っ
た

ら
生
の
迫
力
と
か
、
ソ
ー
ト
ー
や
な
い
ん
で
す
か
。
意
気
込
み
だ
け
で
打
て
る
ほ
ど
、
甘
い
球
や
な
い
で
し
ょ
」

「
な
る
ほ
ど
」

鉦か
ね

土ど

監
督
が
唸う
な

っ
た
。

「
な
か
な
か
厳
し
い
見
方
や
な
。
良
治
。
中
学
生
と
は
思
え
ん
」

「
瑞
希
が
単
純
過
ぎ
る
ん
で
す
」

良
治
の
一
言
に
、
笑
い
が
起
こ
る
。

山
口
な
ど
身
体
を
揺
す
っ
て
笑
い
転
げ
て
い
た
。

他
人
を
笑
い
者
に
し
や
が
っ
て
。

瑞
希
に
す
れ
ば
、
た
だ
腹
立
た
し
い
だ
け
だ
。

「
お
い
、
良
治
、
お
ま
え
な
」

あ
ん
ま
し
、
調
子
に
乗
ん
な
よ
。

言
い
か
け
た
言
葉
が
途
中
で
途
切
れ
た
。
手
首
を
掴つ

か

ま
れ
た
か
ら
だ
。
透
哉
の
指
が
食
い
込
む
ほ
ど
強
く
、
瑞
希
を
捕
ら
え
て
い
た
。

な
ん
や
？

眼
差
し
で
尋
ね
て
み
る
。

透
哉
が
ゆ
っ
く
り
と

Ⅱ

を
振
っ
た
。

何
に
も
言
う
な
と
？

そ
う
だ
と
、
透
哉
の
眸ひ

と
みが
返
答
す
る
。

瑞
希
は
黙
っ
て
、
浮
か
し
か
け
た
腰
を
下
ろ
し
た
。
下
ろ
し
は
し
た
が
、
胸
の
な
か
で
わ
だ
か
ま
り
が
蠢う

ご
め

く
。
良
治
へ
の
反
発
で
は
な
い
。③
真
実
を
み
ん
な

に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
だ
。

な
ぁ
、
み
ん
な
。
お
れ
た
ち
、④
負
け
た
り
し
な
い
っ
て
、
透
哉
の
球
、
ほ
ん
と
に
す
げ
ぇ
ん
や
。
お
れ
は
、
そ
れ
を
知
っ
て
る
ん
や
。

伝
え
た
い
。

も
う
一
度
、
立
ち
上
が
ろ
う
か
と
足
に
力
を
込
め
た
と
き
、
鉦
土
監
督
が
笑
っ
た
。
く
す
く
す
と
、⑤
さ
も
お
か
し
そ
う
な
柔
ら
か
い
笑
い
だ
っ
た
。

「
さ
て
、
ど
う
す
る
。
み
ん
な
。
二
つ
の
意
見
が
出
た
。
全
国
、
怖
れ
る
に
足
ら
ず
と
い
う
や
つ
と
、
も
っ
と
怖
れ
ろ
と
い
う
や
つ
と
」

手
が
挙
が
っ
た
。

「
お
っ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
。
意
見
あ
る
か
」

「
は
い
」

藤
野
が
立
ち
上
が
る
。
習
いⓒ
シ
ョ
ウ
に
な
っ
て
い
る
の
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
い
る
と
き
の
よ
う
に
、
軽
く
尻
を
は
た
く
。

「
怖
れ
ず
怖
れ
て
で
、
い
け
ば
え
え
と
思
い
ま
す
。
山
城
と
田
上
の
真
ん
中
あ
た
り
で
、
相
手
を
あ
ん
ま
り
怖
れ
ず
、
か
と
い
っ
て
な
め
て
か
か
ら
ず
で
、
ど

ん
ど
ん
ぶ
つ
か
っ
て
い
け
ば
え
え
で
し
ょ
う
」

「
な
る
ほ
ど
、
さ
す
が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
。
ま
と
め
る
の
が
上
手
い
な
」

鉦
土
監
督
は
笑
み
を
浮
か
べ
た
ま
ま
、
藤
野
に
座
る
よ
うⓓ
ウ
ナ
ガ
し
た
。

「
他
に
意
見
は
な
い
か
。
感
想
で
も
構
わ
ん
ぞ
」

数
人
が
身
じ
ろ
ぎ
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。
室
内
が
静
ま
る
。
そ
う
か
と
鉦
土
監
督
は
息
を
吐
い
た
。

「
透
哉
の
言
っ
た
こ
と
、
瑞
希
の
言
っ
た
こ
と
、
良
治
の
言
っ
た
こ
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
言
っ
た
こ
と
、
各
自
で
じ
っ
く
り
考
え
ろ
。
考
え
な
い
奴
に
野
球
は

で
き
ん
。
何
度
も
言
う
が
、
お
ま
え
た
ち
は
全
国
に
行
く
。
こ
ん
な
機
会
、
め
っ
た
に
な
い
。
誰
で
も
が
手
に
で
き
る
機
会
や
な
い
ん
だ
。
そ
れ
を
お
ま
え
た
ち

は
手
に
入
れ
た
。
自
分
た
ち
の
力
で
も
ぎ
と
っ
た
ん
や
ぞ
。
そ
れ
を
忘
れ
る
な
。
全
国
で
ど
ん
な
試
合
を
し
た
い
か
、
ど
ん
な
プ
レ
イ
を
す
る
か
、
ど
う
戦
う
か

自
分
の
頭
で
考
え
る
ん
だ
。
こ
こ
を
し
っ
か
り
働
か
せ
る
ん
や
」

自
分
の
頭
を
指
先
で
軽
く
叩
き
、
大
き
く
う
な
ず
く
。

「
良
治
の
言
う
よ
う
に
、
生
の
全
国
を
も
う
す
ぐ
味
わ
え
る
ぞ
。
楽
し
み
な
こ
っ
ち
ゃ
。
お
れ
の
言
い
た
い
こ
と
は
そ
れ
だ
け
や
。
で
は
、
通
常
の
練
習
に
も

ど
れ
。
キ
ャ
プ
テ
ン
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
は
確
認
し
て
る
な
」

「
は
い
」

「
よ
し
、
解
散
」

「
五
分
後
に
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
前
に
集
合
」

 ⑥
監
督
と
キ
ャ
プ
テ
ン
の
声
が
繋
が
る
。

 

（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
詩う
た

」
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

問
一

　傍
線
部
ⓐ
か
ら
ⓓ
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

ⓐ
↓

　1

　五

　
　2

　後

　
　3

　互

　
　4

　誤

　
　5

　御 

（
解
答
は
①
の
欄
）

ⓑ
↓

　1

　懸

　
　2

　毛

　
　3

　家

　
　4

　気

　
　5

　化 

（
解
答
は
②
の
欄
）

ⓒ
↓

　1

　性

　
　2

　将

　
　3

　症

　
　4

　小

　
　5

　相 

（
解
答
は
③
の
欄
）

ⓓ
↓

1

即

2

促

3

束

4

則

5

捉 

（
解
答
は
④
の
欄
）
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国
語
平
成
28

平
成
二
十
八
年
度
　
東
北
高
等
学
校
　
入
学
試
験
問
題
　
一
般
Ａ
日
程

国

　語

解
答
注
意

　問
題
は
全
部
で
三
十
五
問
あ
り
ま
す
。

解
答
シ
ー
ト
へ
の
記
入
例

　①
の
答
え
が
2
の
と
き
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
記
入
し
ま
す
。

①
⇩

数字の記入例

○印の部分を注意してください。

問
題
は
全
部
で
三
十
四
問
あ
り
ま
す
。

一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
八や

ず頭
森も
り

中
学
校
野
球
部
は
、
去
年
の
全
国
大
会
決
勝
戦
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
全
員
で
観
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。

急
に
騒
が
し
く
な
っ
た
空
気
を
制
す
る
よ
う
に
、
監
督
は
手
の
ひ
ら
を
部
員
た
ち
に
向
け
た
。
そ
し
て
、
三
人
目
の
名
前
を
呼
ん
だ
。

「
良り

ょ
う
じ治

」

瑞み
ず

希き

と
透と
う

哉や

は
同
時
に
良
治
の
座
っ
て
い
る
片
隅
に
、
目
を
や
っ
た
。

「
お
ま
え
の
意
見
を
聞
か
せ
て
み
ろ
」

「
お
れ
の
…
…
で
す
か
」

「
そ
う
だ
。
お
ま
え
は
ど
う
思
う
。
八
頭
森
東
は
全
国
とⓐ
ゴ
角
に
戦
え
る
と
思
う
か
。
鵬ほ
う

林り
ん

や
長な
が

沢さ
わ

中
と
試
合
を
し
て
、
勝
て
る
と
思
う
か
」

「
さ
あ
…
…
」

良
治
は
座
っ
た
ま
ま
、
首
を
傾
げ
る
。

「
ど
う
だ
か
、
よ
く
、
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
」

「
わ
か
ら
ん
と
？
」

「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
や
っ
て
み
ん
と
わ
か
ら
ん
の
が
勝
負
っ
て
も
ん
で
し
ょ
う
。
た
だ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
見
た
だ
け
じ
ゃ
、
何
に
も
わ
か
ら
ん
と
思
い
ま
す
け
ど
」

良
治
の
口
調
は
、
何
と
な
く①
投
げ
や
り
で
、
何
と
な
くⓑ
ケ
だ
る
そ
う
に
響
い
た
。
監
督
が
顎あ
ご

を
引
く
。

「
で
は
、
負
け
る
と
も
勝
つ
と
も
、
言
い
切
れ
ん
て
わ
け
か
」

「
言
い
切
れ
ん
で
し
ょ
。
そ
り
ゃ
あ
、
瑞
希
み
た
い
に
『
負
け
な
い
』
っ
て
断
言
し
た
ら
か
っ
こ
え
え
し
、
み
ん
な
を
煽あ

お

る
に
も
都
合
が
え
え
け
ど
、
で
も
、

そ
う
い
う
の
お
れ
的
に
は
無
し
で
す
」

高こ
う
よ
う揚
し
た
空
気
が
萎し
ぼ

ん
で
い
く
。

良
治
は
、
短
い
た
め
息
を
吐
き
出
し
た
。

な
ん
だ
よ
、
そ
れ
。

瑞
希
は②
唇
を
軽
く
噛か

ん
だ
。

お
れ
が
い
つ
、
み
ん
な
を
煽
っ
た
よ
。

お
ま
え
は
、
ど
う
思
う
。

と
、
問
わ
れ
た
か
ら
、
思
っ
た
ま
ま
を
答
え
た
だ
け
だ
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
鼓
舞
す
る
気
な
ど
、
ま
し
て
、
煽
る
気
な
ど
さ
ら
さ
ら
な
か
っ
た
。

心
外
だ
。

「
や
っ
ぱ
、
全
国
は
全
国
や
で
。
あ
ん
ま
り
、
な
め
て
か
か
ら
ん
方
が
え
え
と
思
い
ま
す
け
ど
」

全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
八や

頭ず

森も
り

東
中
学
校
野
球
部
は
、
去
年
の
全
国
大
会
決
勝
戦
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
全
員
で
観
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。
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問
二

　傍
線
部
（
ア
）・（
イ
）
の
文
中
で
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
ア
）「
さ
ら
ず
と
も
」

│
　1

　そ
う
し
な
く
て
も 

（
解
答
は
㉘
の
欄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　2

　そ
う
で
な
け
れ
ば

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　3

　そ
う
す
る
べ
き
だ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　4

　そ
う
し
な
か
っ
た

（
イ
）「
沙
汰
」

│
　1

　評
価

　
　2

　評
判

　
　3

　指
図

　
　4

　報
告 

（
解
答
は
㉙
の
欄
）

問
三

　傍
線
部
①
「
す
べ
て
人
は
、
無
智
無
能
な
る
べ
き
も
の
な
り
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で

答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉚
の
欄
）

1

　特
に
得
意
な
こ
と
が
な
く
て
も
、
人
は
普
通
で
い
ら
れ
れ
ば
よ
い
の
だ
。

2

　人
は
何
も
知
ら
な
い
ま
ま
に
、
た
だ
純
粋
に
生
き
て
い
く
だ
け
で
よ
い
。

3

　他
の
人
よ
り
も
秀
で
て
い
る
よ
う
に
振
る
舞
う
人
は
見
苦
し
い
も
の
だ
。

4

　人
は
未
熟
な
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
け
ば
よ
い
。

問
四

　傍
線
部
②
「『
古
き
ひ
さ
く
の
柄
あ
り
や
』
な
ど
い
ふ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え

な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉛
の
欄
）

1

　琵
琶
は
あ
き
ら
め
て
柄
杓
を
用
い
て
演
じ
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
。

2

　琵
琶
を
弾
く
前
に
柄
杓
を
使
っ
て
水
を
飲
も
う
と
考
え
た
か
ら
。

3

　壊
れ
て
い
る
琵
琶
の
代
わ
り
に
柄
杓
を
使
お
う
と
思
っ
た
か
ら
。

4

　柄
杓
の
柄
の
一
部
分
を
利
用
し
て
直
そ
う
と
考
え
た
か
ら
。

問
五

　傍
線
部
③
「
道
に
心
得
た
る
よ
し
に
や
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

1

　琵
琶
の
道
に
い
く
ら
か
通
じ
て
い
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
。 

（
解
答
は
32
の
欄
）

2

　人
と
し
て
望
ま
し
い
生
き
方
を
し
て
い
る
者
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

3

　物
事
の
道
理
を
き
ち
ん
と
わ
き
ま
え
て
い
る
者
ら
し
い
と
い
う
こ
と
。

4

す
べ
て
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
言
お
う
と
し
な
い
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
。

問
六

　傍
線
部
④
「
か
た
は
ら
い
た
か
り
き
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

1

　あ
て
に
な
ら
ず
に
、
頼
り
な
か
っ
た 

（
解
答
は
33
の
欄
）

2

　笑
い
そ
う
に
な
る
ほ
ど
面
白
か
っ
た

3

　危
な
そ
う
で
と
て
も
心
配
に
な
っ
た

4

　気
に
障
っ
て
、
に
が
に
が
し
か
っ
た

問
七

　傍
線
部
⑤
「
ひ
も
の
木
と
か
や
い
ひ
て
」
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
た
も
の
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
解
答
は
34
の
欄
）

1

　い
も
の
木
と
か
や
い
い
て

2

　ひ
も
の
木
と
か
や
い
い
て

3

　い
も
の
木
と
か
や
い
ひ
て

4

　ひ
も
の
木
と
か
や
ひ
ひ
て

問
八

　傍
線
部
⑥
「
若
き
人
は
、
す
こ
し
の
こ
と
も
、
よ
く
見
え
、
わ
ろ
く
見
ゆ
る
な
り
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最

も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
35
の
欄
）

1

　若
い
人
は
少
し
の
こ
と
で
も
な
お
ざ
り
に
し
な
い
で
、
精
進
し
て
行
く
べ
き
だ
と
、
教
え
を
与
え
て
い
る
。

2

　若
い
人
は
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、
良
く
も
悪
く
も
な
っ
て
い
く
も
の
だ
と
、
説
明
を
加
え
て
い
る
。

3

　若
い
人
は
特
に
、
普
段
見
ら
れ
る
行
動
か
ら
善
し
悪
し
を
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
、
忠
告
し
て
い
る
。

4

　若
い
人
は
小
さ
な
こ
と
に
対
し
て
で
も
、
喜
ん
だ
り
悲
し
ん
だ
り
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
悲
し
ん
で
い
る
。
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問
九

　傍
線
部
⑦
「『
ぼ
く
は
自
分
が
何
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
』
と
い
う
人
に
ま
ず
勧
め
る
こ
と
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉕
の
欄
）

1

　夢
を
持
ち
な
が
ら
活
動
し
続
け
て
い
る
人
と
行
動
を
共
に
し
て
、
同
じ
夢
が
実
現
す
る
よ
う
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
け
る
こ
と
。

2

　多
く
の
物
事
に
情
熱
や
夢
を
感
じ
続
け
ら
れ
る
人
に
近
づ
い
て
、
そ
の
よ
う
に
生
き
て
い
け
る
方
法
を
く
わ
し
く
学
び
取
る
こ
と
。

3

　情
熱
を
持
ち
な
が
ら
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
人
の
そ
ば
に
い
て
、
自
分
の
中
に
情
熱
が
生
ま
れ
る
た
め
の
刺
激
を
受
け
続
け
る
こ
と
。

4

　夢
を
持
ち
な
が
ら
そ
れ
を
人
々
に
分
け
与
え
ら
れ
る
人
物
と
触
れ
合
っ
て
、
他
の
人
々
の
生
き
方
を
刺
激
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

5

　情
熱
に
従
っ
て
積
極
的
に
生
き
て
い
る
人
と
過
ご
す
時
間
を
増
や
し
つ
つ
、
消
極
的
な
考
え
方
を
避
け
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

問
十

　傍
線
部
⑧
「
内
的
成
長
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉖
の
欄
）

1

　創
造
性

2

　生
き
る
意
味

3

　見
え
な
い
力

4

　愛

5

　ワ
ク
ワ
ク
の
極
意

三

次
の
古
文
と
そ
の
現
代
語
訳
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 ①
す
べ
て
人
は
、
無む

智ち

無
能
な
る
べ
き
も
の
な
り
。
あ
る
人
の
子
の
、
見
ざ
ま
な
ど
あ
し
か
ら
ぬ
が
、
父
の
前
に
て
、
人
と
物
い
ふ
と
て※
史
書
の
文も

ん

を
引
き
た

り
し
、
さ
か
し
く
は
聞き

こ

え
し
か
ど
も
、
尊
者
の
前
に
て
は
、
さ
ら
ず
と
も
と
覚
え
し
な
り
。

ま
た
、
あ
る
人
の
許も

と

に
て
、
琵び

わ琶
法
師
の
物
語
を
聞
か
む
と
て
、
琵
琶
を
め
し
よ
せ
た
る
に※
柱ぢ

ゆ
うの
一
つ
落
ち
た
り
し
か
ば
、「
作
り
て
つ
け
よ
」
と
い
ふ
に
、

あ
る
男
の
中
に
、
あ
し
か
ら
ず
と
見
ゆ
る
が
、②「
古
き
ひ
さ
く
の
柄
あ
り
や
」
な
ど
い
ふ
を
見
れ
ば
、
爪
を
お
ほ
し
た
り
。
琵
琶
な
ど
ひ
く
に
こ
そ
。
め
く
ら
法

師
の
琵
琶
、
そ
の
沙
汰
に
も
及
ば
ぬ
こ
と
な
り
。③
道
に
心
得
た
る
よ
し
に
や
と
、④
か
た
は
ら
い
た
か
り
き
。「
ひ
さ
く
の
柄
は
、⑤
ひ
も
の
木
と
か
や
い
ひ
て
、
よ

か
ら
ぬ
物
に
」
と
ぞ
、
あ
る
人
仰お

ほ

せ
ら
れ
し
。

 ⑥
若
き
人
は
、
す
こ
し
の
こ
と
も
、
よ
く
見
え
、
わ
ろ
く
見
ゆ
る
な
り
。

 

（
角
川
文
庫
「
徒
然
草
」
第
二
三
二
段
）

※
史
書

│
歴
史
書

　
　
　柱

│
琵
琶
の
弦
を
支
え
る
道
具

〔
現
代
語
訳
〕
す
べ
て
人
間
は
無
智
無
能
に
な
る
の
が
い
い
の
だ
。
あ
る
人
の
子
供
で
、
容
姿
も
み
ぐ
る
し
く
な
い
者
が
、
父
の
前
で
他
の
人
と
話
を
し
よ
う
と

し
て
、
史
書
の
本
文
を
引
い
た
り
し
て
い
た
が
、
賢
そ
う
に
は
聞
こ
え
た
け
れ
ど
、
身
分
の
高
い
人
の
前
で

さ
ら
ず
と
も

と
思
わ
れ
た
こ
と
だ
。

ま
た
あ
る
人
の
と
こ
ろ
で
、
琵
琶
法
師
の
物
語
を
聞
こ
う
と
い
う
の
で
、
琵
琶
を
取
り
よ
せ
た
と
こ
ろ
、
柱
が
一
つ
落
ち
て
い
た
の
で
、「
作
っ
て
つ
け
ろ
」

と
い
う
と
、
そ
の
座
の
中
で
卑い

や

し
く
も
な
く
見
え
る
男
が
、「
古
い
柄ひ

し
ゃ
く杓

の
柄
が
あ
る
か
」
な
ど
い
う
の
を
見
る
と
、
爪
を
長
く
の
ば
し
て
い
る
。
そ
の
様
子
か

ら
こ
の
男
も
琵
琶
は
弾
く
の
だ
ろ
う
。
盲
法
師
の
琵
琶
に
、
昔
の
物
事
に
く
わ
し
い
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
そ
ん
な
柄
杓
の
柄
な
ど

沙
汰

に
も
及
ば
な
い
こ

と
だ
。
い
か
に
も

道
に
心
得
た
る
よ
し
に
や

と
、
か
た
は
ら
い
た
か
り
き

。「
柄
杓
の
柄
は
、
ひ
も
の
木
と
か
や
い
ひ
て

、
よ
く
な
い
も
の
な
の
に
」

と
あ
る
人
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

若
き
人
は
、
す
こ
し
の
こ
と
も
、
よ
く
見
え
、
わ
ろ
く
見
ゆ
る
な
り

。

問
一

　傍
線
部
（
1
）
の
主
語
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉗
の
欄
）

1

　あ
る
人

　
　2

　子

　
　3

　父

　
　4

　尊
者

（
1
）

（
ア
）

（
イ
）
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問
一

　傍
線
部
ⓐ
か
ら
ⓓ
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

ⓐ
↓

　1

　換

　
　2

　変

　
　3

　替

　
　4

　買

　
　5

　代 

（
解
答
は
⑭
の
欄
）

ⓑ
↓

　1

　緯

　
　2

　畏

　
　3

　依

　
　4

　意

　
　5

　異 

（
解
答
は
⑮
の
欄
）

ⓒ
↓

　1

　詠

　
　2

　栄

　
　3

　衛

　
　4

　永

　
　5

　影 

（
解
答
は
⑯
の
欄
）

ⓓ
↓

　1

　寮

　
　2

　僚

　
　3

　療

　
　4

　領

　
　5

　瞭 

（
解
答
は
⑰
の
欄
）

問
二

　傍
線
部
①
「
周
囲
」
の
「
囲
」
の
部
首
名
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑱
の
欄
）

1

　は
こ
が
ま
え

　
　2

　か
く
し
が
ま
え

　
　3

　く
に
が
ま
え

　
　4

　も
ん
が
ま
え

　
　5

　つ
つ
み
が
ま
え

問
三

　傍
線
部
②
「『
閉
ざ
さ
れ
た
意
味
』
へ
と
駆
り
立
て
て
い
く
よ
う
な
、
閉
じ
た
『
創
造
性
』」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ

い
て
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑲
の
欄
）

1

　そ
の
人
を
内
面
か
ら
成
長
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
っ
て
、
何
不
自
由
の
な
い
人
生
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
。

2

　あ
る
一
定
の
範
囲
の
中
で
し
か
結
果
が
通
用
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
小
さ
な
喜
び
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
。

3

　豊
か
な
創
造
性
を
含
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
一
度
失
敗
す
る
と
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
結
果
を
生
み
出
す
も
の
。

4

　効
率
や
結
果
に
重
き
を
置
い
て
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
の
心
の
在
り
方
と
は
直
接
関
わ
り
が
な
い
も
の
。

5

　社
会
的
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
価
値
で
は
あ
る
が
、
一
生
に
わ
た
っ
て
続
く
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
も
の
。

問
四

　傍
線
部
③
「
そ
れ
」
の
内
容
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑳
の
欄
）

1

　「内
的
成
長
」
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の

2

　自
分
の
「
生
き
る
意
味
」

3

　全
科
目
で
一
〇
〇
点
を
取
る
と
い
っ
た
妄
想

4

　自
分
が
真
に
求
め
て
い
る
も
の
に
出
会
う
こ
と

5

二
つ
の
も
の
へ
の
感
性
を
研
ぎ
す
ま
す
こ
と

問
五

　傍
線
部
④
「
で
も
あ
そ
こ
に
行
く
と
、
い
ま
私
は
最
高
に
「
生
き
て
る
ー
！
」
っ
て
感
じ
が
す
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
理
由
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉑
の
欄
）

1

　自
分
の
成
長
を
促
し
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
そ
こ
に
あ
り
、
生
き
て
い
る
と
い
う
実
感
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
ら
。

2

　通
常
の
暮
ら
し
の
中
で
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
異
な
も
の
が
存
在
す
る
世
界
で
、
興
奮
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
。

3

　具
体
的
な
目
標
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
っ
て
、
浮
き
立
つ
よ
う
な
幸
福
感
を
感
じ
ら
れ
る
か
ら
。

4

　多
く
の
人
と
結
ば
れ
て
深
い
愛
を
感
じ
取
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
が
生
き
て
い
る
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

5

　弱
い
立
場
の
人
々
の
た
め
に
危
険
な
場
所
に
行
く
こ
と
で
英
雄
的
な
気
持
ち
に
な
り
、
そ
れ
が
情
熱
と
な
っ
て
い
く
か
ら
。

問
六

　

に
当
て
は
ま
る
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉒
の
欄
）

1

　つ
ま
り

　
　2

　だ
か
ら

　
　3

　し
か
し

　
　4

　あ
る
い
は

　
　5

　た
と
え
ば

問
七

　傍
線
部
⑤
「
こ
う
し
た
『
ワ
ク
ワ
ク
』
感
覚
は
、
こ
の
日
本
社
会
で
は
あ
ま
り
正
当
に
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉓
の
欄
）

1

　自
分
た
ち
よ
り
も
能
力
が
高
い
者
を
見
る
と
、
今
以
上
の
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
と
思
わ
ず
期
待
し
て
し
ま
う
か
ら
。

2

　自
分
た
ち
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
違
う
者
が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
在
り
方
に
不
安
を
覚
え
て
し
ま
う
か
ら
。

3

　充
実
し
た
人
生
を
生
き
て
い
る
者
に
対
し
て
嫉
妬
を
覚
え
て
、
自
分
も
同
じ
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

4

　喜
び
を
覚
え
な
が
ら
働
い
た
り
生
き
た
り
で
き
る
の
は
若
い
う
ち
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
、
経
験
か
ら
知
っ
て
い
る
か
ら
。

5

　一
人
だ
け
幸
福
そ
う
に
し
て
い
る
の
を
見
る
と
腹
が
立
っ
て
、
今
よ
り
も
不
幸
に
し
て
や
り
た
い
と
感
じ
て
し
ま
う
か
ら
。

問
八

　傍
線
部
⑥
「『
抜
け
駆
け
は
許
さ
な
い
ぞ
』
と
い
っ
た
意
識
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
係
す
る
意
味
を
表
す
こ
と
わ
ざ
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号

で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
㉔
の
欄
）

1

　弱
り
目
に
た
た
り
目

　
　

2

　の
れ
ん
に
腕
押
し

　
　

3

　目
の
上
の
こ
ぶ

　
　

4

　出
る
く
い
は
打
た
れ
る

　
　

5

船
頭
多
く
し
て
船
山
に
登
る
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国
語
平
成
27

二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

周
り
か
ら
は
成
功
者
だ
と
思
わ
れ
て
い
て
も
、
本
人
的
に
は
あ
ま
り
面
白
い
人
生
を
生
き
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
そ
れ
は
人
生
に
「
創

造
性
」
が
な
い
か
ら
だ
。
小
さ
い
と
き
か
ら
ず
っ
と
「
い
い
子
」
を
や
り
続
け
る
。「
ど
う
や
っ
た
ら
儲も

う

か
る
か
」
を
や
り
続
け
る
。
そ
の
こ
と
に
成
功
し
、①
周

囲
か
ら
は
何
ひ
と
つ
不
自
由
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
て
も
、
自
分
の
人
生
に
「
内
的
成
長
」
や
「
創
造
性
」
を
欠
い
て
し
ま
っ
て
い
れ
ば
、
私
た
ち
は
ど
こ
か
で

空む
な

し
さ
を
感
じ
、「
こ
れ
で
い
い
の
か
？
」
と
自
問
し
て
し
ま
う
の
だ
。

人
生
の
「
創
造
性
」、
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
常
に
新
し
い
「
生
き
る
意
味
」
に
開
か
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
私
た
ち
が
「
生
き
る
意
味
」

の
創
造
者
で
あ
り
、
人
生
の
節
目
節
目
で
「
生
き
る
意
味
」
の
再
創
造
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
人
生
の
創
造
性
な
の
だ
。

そ
れ
は
「
あ
な
た
が
こ
の
社
会
で
創
造
性
を
発
揮
す
れ
ば
、
そ
の
分
、
あ
な
た
に
報
酬
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
、
創
造
的
な
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
、

一
見
「
創
造
的
」
に
見
え
な
が
ら  ②「
閉
ざ
さ
れ
た
意
味
」
へ
と
駆
り
立
て
て
い
く
よ
う
な
、
閉
じ
た
「
創
造
性
」
と
は
違
う
。
小
さ
い
と
き
か
ら
、
最
大
限
効

率
的
に
生
き
る
こ
と
を
た
た
き
込
み
、
一
生
自
分
が
効
率
的
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
生
き
る
よ
う
な
社
会
は
、
実
は
創
造
性
を
欠
き
、「
内
的
成
長
」
を

も
た
ら
さ
な
い
社
会
な
の
だ
。

私
た
ち
の
社
会
は
も
は
や
物
質
的
に
は
十
分
豊
か
だ
。
い
ま
真
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
生
き
る
こ
と
の
創
造
性
、「
内
的
成
長
」
の
豊
か
さ
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
う
し
た
「
内
的
成
長
」
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
。
言
いⓐ
カ
え
れ
ば
、
私
た
ち
は
ど
う
や
っ
て
私
た
ち
の
「
生
き
る
意
味
」
に

気
づ
く
の
だ
ろ
う
か
。「
全
科
目
で
一
〇
〇
点
を
取
る
」
と
い
っ
た
妄
想
で
は
な
く
、
い
ま
私
が
真
に
求
め
て
い
る
も
の
に
ど
の
よ
う
に
出
会
う
の
だ
ろ
う
か
。

 ③
そ
れ
は
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
二
つ
の
も
の
へ
の
感
性
を
研
ぎ
す
ま
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
、「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
」
と
「
苦
悩
」
の
二
つ
で

あ
る
。

「
私
に
と
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
？
」、
そ
の
感
性
が
私
た
ち
を
「
生
き
る
意
味
」
へ
と
導
く
こ
と
に
は
あ
ま
りⓑ
イ
論
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
彼
と
一
緒
に
い
る
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
新
し
い
技
術
が
い
ま
完
成
し
よ
う
と
す
る
瞬
間
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
こ
の
提
案
が
明
日
の
会
議
で
ど
ん
な
反
響
を

呼
ぶ
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

そ
れ
は
「
情
熱
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
の
た
め
に
情
熱
を
燃
や
す
。
世
界
平
和
の
実
現
の
た
め
に
情
熱
を
燃
や
す
。「
ワ

ク
ワ
ク
」
が
ち
ょ
っ
と
浮
き
立
つ
よ
う
な
幸
せ
感
だ
と
す
れ
ば
、「
情
熱
」
は
人
生
に
対
す
る
ほ
と
ば
し
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
ワ
ク
ワ
ク
と
か
情
熱

と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
動
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、感
じ
方
は
ひ
と
り
ひ
と
り
異
な
る
。
も
っ
と
「
安
心
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
人
も
い
れ
ば
、「
満
ち
足
り
た
」

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
人
も
い
る
。
赤
ち
ゃ
ん
を
あ
や
し
て
い
る
と
き
が
一
番
満
ち
足
り
て
い
て
自
分
ら
し
い
ひ
と
と
き
な
ん
で
す
よ
ね
、
と
い
っ
た
よ
う
に
。

そ
れ
は
「
生
き
て
る
！
」
と
い
う
感
覚
で
も
あ
る
。「
み
ん
な
は
何
で
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ん
か
に
行
く
の
か
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
。
危
険
だ 

し
、ⓒ
エ
イ
生
状
態
だ
っ
て
悪
い
し
。④
で
も
あ
そ
こ
に
行
く
と
、
い
ま
私
は
最
高
に
「
生
き
て
る
ー
！
」
っ
て
感
じ
が
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
忙
し
い
し
、
疲
れ
る

ん
だ
け
ど
、で
も
普
段
は
見
え
な
い
力
が
ど
ん
ど
ん
自
分
の
中
か
ら
出
て
く
る
っ
て
い
う
か
…
…
」「
森
の
中
を
深
呼
吸
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
で
し
ょ
う
、ち
ょ
っ

と
考
え
事
し
た
り
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
と
き
、
あ
あ
生
き
て
て
良
か
っ
た
っ
て
ふ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
」。

「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
」「
生
き
て
る
！

　と
い
う
感
覚
」
は
、
私
た
ち
の
「
生
き
る
意
味
」
の
中
核
に
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
生
命
の
輝
き
」
を
実
感
す
る

一
瞬
で
あ
り
、
私
た
ち
が
自
分
自
身
の
「
生
き
る
意
味
」
の
創
造
者
と
な
る
一
瞬
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
私
た
ち
と
世
界
が
ど
の
よ
う
な
「
愛
」
で
つ
な
が
っ

て
い
る
の
か
を
実
感
す
る
瞬
間
で
も
あ
る
。

、⑤
こ
う
し
た
「
ワ
ク
ワ
ク
」
感
覚
は
、
こ
の
日
本
社
会
で
は
あ
ま
り
正
当
に
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
っ
た

学
者
が
「
新
し
い
発
見
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
毎
日
生
き
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
言
え
ば
誰
か
ら
も
賞
賛
の
嵐
な
の
だ
が
、
私
た
ち
一
般
人
が
「
も
う
毎
日
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
か
言
お
う
も
の
な
ら
、「
お
前
は
苦
労
が
足
り
な
い
」
と
か
「
そ
ん
な
脳
天
気
で
ど
う
す
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
。「
お
い
。
あ
い
つ
に
も
っ
と
き
つ
い
仕
事
を
回
し
て
や
れ
よ
」
と
か
上
司
に
言
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
の
だ
。

そ
れ
は
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
に  ⑥「
抜
け
駆
け
は
許
さ
な
い
ぞ
」
と
い
っ
た
意
識
が
あ
る
か
ら
だ
。「
オ
レ
が
こ
ん
な
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
も
な
く
、
毎
日

つ
ま
ら
な
く
生
き
て
い
る
の
に
、
お
前
だ
け
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
ぞ
」
と
い
っ
た
嫉し

っ
と妬

心
が
、
他
人
の
「
ワ
ク
ワ
ク
」
を
素
直
に
喜
ぶ
こ
と
を

妨
害
す
る
の
だ
。
他
人
の
「
ワ
ク
ワ
ク
」
に
刺
激
さ
れ
て
、「
さ
あ
、
オ
レ
も
何
か
い
い
こ
と
見
つ
け
る
ぞ
！
」
と
展
開
す
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
と
き
と
し
て
私

た
ち
は
他
者
の
喜
び
を
奪
う
こ
と
で
自
分
も
安
心
す
る
と
い
う
戦
略
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
。「
オ
レ
も
若
い
こ
ろ
は
そ
う
だ
っ
た
よ
。
で
も
な
あ
世
間
と
い
う
も

の
は
…
…
」
と
か
「
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
る
と
、
い
つ
か
は
落
ち
る
よ
…
…
」
み
た
い
な
こ
と
を
言
い
た
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
れ
は
職
場
の
同ⓓ
リ
ョ
ウ

に
限
ら
ず
、
親
が
子
ど
も
に
対
し
て
も
そ
う
だ
し
、
学
校
の
教
師
が
生
徒
に
対
し
て
も
そ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
そ
う
な
っ
て
し
ま

う
と
、
そ
の
場
は
「
み
ん
な
が
み
ん
な
で
、
お
互
い
の
喜
び
を
殺
し
合
う
場
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
場
の
何
と
多
い
こ
と
か
。

　
⑦「

ぼ
く
は
自
分
が
何
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
」
と
い
う
人
に
ま
ず
勧
め
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
人
の
そ
ば
に

い
な
さ
い
」「
情
熱
を
持
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
い
る
時
間
を
増
や
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
な
た
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
と
そ
の
人
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る

こ
と
は
違
う
。
し
か
し
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
人
と
触
れ
合
っ
て
い
る
と
、「
ワ
ク
ワ
ク
の
極
意
」
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
だ
。
自
分
だ
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
他
の
人

に
何
か
言
わ
れ
る
だ
け
で
メ
ゲ
て
し
ま
う
の
に
何
で
こ
の
人
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ら
れ
る
ん
だ
と
か
、
何
で
こ
ん
な
ア
ホ
ら
し
い
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
の

か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
驚
か
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
「
生
命
の
輝
き
」
は
必
ず
伝
染
し
て
く
る
。

夢
の
あ
る
人
の
周
り
に
は
夢
の
あ
る
人
が
自
然
と
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
あ
る
人
の
夢
を
聞
い
た
と
き
に
「
お
お
っ
、
そ
れ
は
す
ご
い
！
」
と
、
ま
す
ま
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
そ
ん
な
場
で
は
、
ひ
と
り
が
夢
を
語
る
こ
と
が
他
の
人
の
夢
を
刺
激
す
る
。
そ
れ
は
互
い
に
互
い
を
活
性

化
し
あ
う
よ
う
な
相
乗
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
こ
と
」、
そ
れ
は
私
た
ち
の
「⑧
内
的
成
長
」
を
促
す
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
な
の
で
あ
る
。

 

（
岩
波
書
店
「
生
き
る
意
味
」
上
田
紀
行
）
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問
六

　傍
線
部
④
「
何
も
言
わ
ず
に
か
た
い
表
情
で
う
な
ず
い
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
「
沙
耶
」
の
様
子
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中

か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑩
の
欄
）

1

　い
よ
い
よ
危
険
が
迫
っ
て
来
た
こ
と
を
感
じ
て
、「
わ
た
し
」
と
同
じ
よ
う
に
恐
ろ
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

2

　あ
ま
り
時
間
が
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
わ
た
し
」
と
よ
く
相
談
し
て
か
ら
行
動
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
。

3

　「わ
た
し
」
が
恐
が
ら
な
い
よ
う
に
隠
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
と
思
っ
て
、
強
い
緊
張
を
感
じ
て
い
る
。

4

　決
し
て
安
心
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
も
の
の
、「
わ
た
し
」
が
気
を
確
か
に
も
つ
よ
う
に
さ
と
し
て
い
る
。

5

　表
情
か
ら
「
わ
た
し
」
が
恐
れ
て
い
る
こ
と
を
鋭
く
感
じ
取
り
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
。

問
七

　傍
線
部
⑤
「
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
た
ん
、
わ
た
し
の
感
情
は
破
裂
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
「
わ
た
し
」
の
気
持
ち
の
説
明
と
し
て
適
当

な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑪
の
欄
）

1

　自
分
の
い
い
よ
う
に
考
え
て
い
た
こ
と
を
見
破
ら
れ
た
と
思
い
、
そ
れ
を
取
り
つ
く
ろ
う
と
し
て
あ
わ
て
て
い
る
。

2

　自
分
が
感
じ
て
い
る
気
持
ち
を
「
沙
耶
」
は
誤
解
し
て
い
る
と
思
い
、
許
せ
な
い
こ
と
だ
と
感
情
を
高
ぶ
ら
せ
て
い
る
。

3

　自
分
が
「
沙
耶
」
か
ら
見
下
さ
れ
て
い
る
と
思
い
、
厳
し
い
態
度
を
見
せ
て
お
い
た
方
が
い
い
と
腹
を
立
て
て
い
る
。

4

　自
分
の
こ
と
を
十
分
に
考
え
て
く
れ
て
い
な
い
と
思
い
、「
沙
耶
」
の
勝
手
な
考
え
方
に
強
い
不
満
を
感
じ
て
い
る
。

5

　自
分
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
を
あ
え
て
す
る
の
だ
と
思
い
、「
沙
耶
」
を
助
け
る
た
め
に
本
心
を
言
お
う
と
し
て
い
る
。

問
八

　傍
線
部
⑥
「
わ
た
し
は
沙
耶
ち
ゃ
ん
を
だ
き
し
め
て
泣
き
、
沙
耶
ち
ゃ
ん
も
小
さ
な
子
の
よ
う
に
声
を
あ
げ
て
泣
い
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の

「
わ
た
し
」
と
「
沙
耶
」
の
様
子
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑫
の
欄
）

1

　そ
れ
ま
で
言
え
ず
に
い
た
思
い
を
ぶ
つ
け
合
っ
た
た
め
、
互
い
に
素
直
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
わ
り
合
っ
て
い
る
。

2

　互
い
に
強
い
気
持
ち
を
持
ち
合
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
恐
れ
な
が
ら
も
勇
気
が
わ
い
て
く
る
の
を
感
じ
て
い
る
。

3

　互
い
に
無
事
を
祈
り
合
っ
て
も
む
だ
な
こ
と
が
自
然
と
わ
か
っ
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
深
い
絶
望
を
感
じ
て
い
る
。

4

　お
互
い
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
に
、
恐
ろ
し
い
思
い
の
中
で
強
い
き
ず
な
を
感
じ
取
っ
て
い
る
。

5

　お
互
い
の
気
持
ち
を
誤
解
し
合
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
た
た
め
に
、
以
前
の
よ
う
な
純
粋
な
気
持
ち
に
戻
っ
て
い
る
。

問
九

　こ
の
文
章
の
内
容
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑬
の
欄
）

1

　重
々
し
い
言
葉
を
用
い
て
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
る
で
神
話
で
あ
る
か
の
よ
う
な
荘
厳
な
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
る
。

2

　時
間
の
流
れ
を
わ
ざ
と
乱
す
と
い
う
手
法
を
用
い
て
、
一
連
の
事
件
の
内
容
が
よ
く
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

3

　あ
え
て
第
三
者
の
視
点
か
ら
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
来
事
の
い
き
さ
つ
を
冷
静
に
書
き
留
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

4

　動
き
を
表
す
言
葉
を
中
心
に
し
て
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
く
様
子
を
と
ら
え
て
い
る
。

5

　印
象
的
な
た
と
え
を
多
く
用
い
る
こ
と
で
、
そ
の
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
の
様
子
を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。
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国
語
平
成
27

「
…
…
さ
っ
き
ね
、
わ
た
し
、
あ
の
水
平
線
の
上
に
広
が
っ
て
る
雲
に
太
陽
が
か
か
る
ま
で
は
待
っ
て
み
よ
う
、
っ
て
決
め
て
た
の
。
で
、
船
が
来
な
か
っ
た
ら
、

助
け
を
呼
び
に
行
く
っ
て
。

│
だ
か
ら
、
行
っ
て
く
る
か
ら
」

そ
し
て
沙
耶
ち
ゃ
ん
は
、
首
に
か
け
て
い
た
ゴ
ー
グ
ル
を
両
手
で
引
っ
張
り
、
目
の
位
置
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
。

と
同
時
に
、
わ
た
し
は
沙
耶
ち
ゃ
ん
に
飛
び
つ
き
、
そ
の
手
を
つ
か
ん
だ
。

「
だ
め
！

　見
て
、
あ
ん
な
に
波
が
立
っ
て
る
ん
だ
よ
。
お
ぼ
れ
ち
ゃ
う
。
死
ん
じ
ゃ
う
よ
。
行
っ
ち
ゃ
だ
め
」

す
る
と
、
沙
耶
ち
ゃ
ん
は
静
か
に
言
っ
た
。

「
美
月
ち
ゃ
ん
、
こ
こ
で
一
人
で
待
っ
て
る
の
、
こ
わ
い
だ
ろ
う
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て
。
絶
対
も
ど
っ
て
く
る
か
ら
」

 ⑤
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
た
ん
、
わ
た
し
の
感
情
は
破
裂
し
た
。

「
ば
か
に
し
な
い
で
！

　こ
わ
い
か
ら
言
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
！
」

「
美
月
ち
ゃ
ん
…
…
」

「
わ
た
し
は
泳
げ
な
い
し
、
何
も
で
き
な
い
！

　だ
け
ど
、
絶
対
沙
耶
ち
ゃ
ん
を
死
な
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
」

半
分
涙
声
で
さ
け
ぶ
わ
た
し
に
、
沙
耶
ち
ゃ
ん
も
泣
き
な
が
ら
言
っ
た
。

「
死
な
な
い
よ
！

　死
な
な
い
た
め
に
助
け
を
呼
び
に
行
く
ん
だ
よ
！

　こ
の
ま
ま
待
っ
て
た
ら
、
二
人
し
て
死
ん
じ
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
。
そ
ん
な
の
や
だ
よ
、

た
だ
待
っ
て
て
死
ん
じ
ゃ
う
な
ん
て
。
美
月
ち
ゃ
ん
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
。※
お
か
あ
さ
ん
の
宝
箱
は
絶
対
あ
る
っ
て
。
夢
じ
ゃ
な
い
っ
て
。
さ
が
し
に
行
こ
う
っ
て
。

絶
対
行
こ
う
っ
て
。
だ
か
ら
、
死
な
な
い
！

　絶
対
も
ど
っ
て
く
る
か
ら
」

「
沙
耶
ち
ゃ
ん
…
…
」

 ⑥
わ
た
し
は
沙
耶
ち
ゃ
ん
を
だ
き
し
め
て
泣
き
、
沙
耶
ち
ゃ
ん
も
小
さ
な
子
の
よ
う
に
声
を
あ
げ
て
泣
い
た
。

そ
ん
な
わ
た
し
た
ち
の
周
り
で
海
は
、

Ⅱ

連
な
る
山
脈
の
よ
う
に
盛
り
あ
が
っ
て
、
ま
ぶ
し
い
西
日
に
染
ま
っ
て
う
ね
り
、
波
し
ぶ
き
を
ぶ
つ

け
て
く
る
。

と
…
…
わ
た
し
は
、涙
で
ぼ
や
け
る
沖
の
波
間
に
、は
じ
け
る
光
と
は
別
の
も
の
を
見
た
気
が
し
た
。
目
を
こ
ら
す
と
、確
か
に
小
舟
が
一
そ
う
う
か
ん
で
い
る
。

「
沙
耶
ち
ゃ
ん
！
」

と
、
わ
た
し
は
小
舟
を
指ⓒ
サ
し
た
。

そ
し
て
、
次
の
瞬
間
「
あ
あ
っ
」
と
、
わ
た
し
た
ち
はⓓ
ヒ
鳴
に
近
い
声
を
あ
げ
た
。
う
ね
る
波
が
高
々
と
そ
の
小
舟
を
持
ち
あ
げ
た
の
だ
。

け
れ
ど
小
舟
を
操
る
そ
の
人
は
、
な
ん
で
も
な
い
こ
と
の
よ
う
に
櫓ろ

を
使
い
、
す
い
と
す
べ
る
よ
う
に
そ
の
波
頭
に
乗
っ
た
。
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
思
わ
せ
る
ス

ピ
ー
ド
で
、
わ
た
し
た
ち
の
い
る
岩
場
に
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
近
づ
い
た
。 
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
「
ぜ
ん
ぶ
夏
の
こ
と
」
薫
く
み
こ
）

※
お
か
あ
さ
ん
の
宝
箱 

│ 

「
沙
耶
」
の
母
親
は
、「
沙
耶
」
が
「
亀
島
」
ま
で
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
の
楽
し
み
に
す
る
た
め
に
、
宝
箱
を
置
い
て
来
た
と
以
前
話
し
て
い
た
。

問
一

　傍
線
部
ⓐ
か
ら
ⓓ
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

ⓐ
↓

　1

　話

　
　2

　離

　
　3

　放

　
　4

　鼻

　
　5

　華 
（
解
答
は
①
の
欄
）

ⓑ
↓

　1

　溝

　
　2

　高

　
　3

　功

　
　4

　硬

　
　5

　甲 
（
解
答
は
②
の
欄
）

ⓒ
↓

　1

　注

　
　2

　差

　
　3

　挿

　
　4

　射

　
　5

　止 

（
解
答
は
③
の
欄
）

ⓓ
↓

　1

　避

　
　2

　非

　
　3

　悲

　
　4

　被

　
　5

　秘 

（
解
答
は
④
の
欄
）

問
二

　傍
線
部
①
「
泳
い
」
の
活
用
形
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑤
の
欄
）

1

　未
然
形

　
　2

　連
用
形

　
　3

　終
止
形

　
　4

　連
体
形

　
　5

　仮
定
形

問
三

　傍
線
部
②
「
わ
た
し
は
唇
を
か
ん
で
う
つ
む
い
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
「
わ
た
し
」
の
気
持
ち
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑥
の
欄
）

1

　沙
耶
か
ら
じ
ゃ
ま
者
扱
い
を
さ
れ
て
、
一
緒
に
来
た
こ
と
を
深
く
悔
や
ん
で
い
る
。

2

　沙
耶
に
反
発
を
感
じ
た
た
め
に
、
何
と
か
し
て
言
い
返
し
て
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。

3

　沙
耶
の
言
う
通
り
だ
と
し
て
も
、
あ
ま
り
に
失
礼
な
の
で
深
く
う
ら
ん
で
い
る
。

4

　沙
耶
の
言
い
た
い
こ
と
を
察
し
て
、
反
論
で
き
ず
み
じ
め
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
。

5

　沙
耶
の
知
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
の
を
見
せ
つ
け
て
や
ろ
う
と
た
く
ら
ん
で
い
る
。

問
四

　

Ⅰ

、

Ⅱ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

Ⅰ

 

1

　無
欲
な

　
　2

　無
理
な

　
　3

　無
学
な

　
　
　4

　無
力
な

　
　
　5

　無
関
心
な 

（
解
答
は
⑦
の
欄
）

Ⅱ

 

1

　つ
い
に

　
　2

　ふ
い
に

　
　3

　と
っ
さ
に

　
　4

　た
だ
ち
に

　
　5

　か
す
か
に 

（
解
答
は
⑧
の
欄
）

問
五

　傍
線
部
③
「
気
ま
ず
い
」
の
意
味
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
解
答
は
⑨
の
欄
）

1

　理
解
し
合
え
な
く
て
、
腹
が
立
つ

2

　言
う
こ
と
が
な
く
て
、
退
屈
だ

3

　し
っ
く
り
こ
な
く
て
、
居
心
地
が
悪
い

4

　ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て
、
心
地
よ
い

5

ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
、
恥
ず
か
し
い

佐
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平
成
二
十
七
年
度

　東
北
高
等
学
校

　入
学
試
験
問
題

　一
般
Ａ
日
程

国

　
語

解
答
注
意

　
問
題
は
全
部
で
三
十
五
問
あ
り
ま
す
。

解
答
シ
ー
ト
へ
の
記
入
例

　
①
の
答
え
が
2
の
と
き
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
記
入
し
ま
す
。

①
⇩

数字の記入例

○印の部分を注意してください。

一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

「
わ
た
し
（
美み

月つ
き

）」
と
「
沙さ

や耶
」
は
借
り
た
ボ
ー
ト
で
、
近
く
に
あ
る
「
亀か

め
し
ま島

」
ま
で
行
こ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
海
が
急
に
荒
れ
、
ボ
ー
ト
が
破

損
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
二
人
は
黒
い
岩
場
に
難
を
逃
れ
た
。

「
い
ざ
と
な
っ
た
ら
、
わ
た
し
が①
泳
い
で
助
け
を
呼
ん
で
く
る
し
」

「
そ
ん
な
、
だ
め
だ
よ
。
そ
ん
な
こ
と
さ
せ
ら
れ
な
い
よ
」

と
、
思
わ
ず
言
っ
た
わ
た
し
に
、
沙
耶
ち
ゃ
ん
は
、
思
い
が
け
な
く
苛い

ら

立だ

ち
の
表
情
を
見
せ
た
。

「
じ
ゃ
あ
ど
う
す
る
の
⁉
」

そ
れ
は
一
言
だ
っ
た
け
れ
ど
、
わ
た
し
は
沙
耶
ち
ゃ
ん
の
目
に
、
そ
の
先
の
口
に
は
出
さ
な
い
思
い
を
感
じ
て
、
は
っ
と
し
た
。

『
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
っ
て
、
美
月
ち
ゃ
ん
は
何
も
で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
。
わ
た
し
が
や
る
し
か
な
い
じ
ゃ
な
い
』

そ
の
と
お
り
だ
っ
た
。②
わ
た
し
は
唇
を
か
ん
で
う
つ
む
い
た
。
海
の
知
識
も
な
く
、
長
く
泳
ぐ
こ
と
も
で
き
な
い
わ
た
し
は
、
何
を
言
っ
た
と
こ
ろ
で
口
先

だ
け
。
た
だ
の

Ⅰ

お
荷
物
だ
。

す
る
と
、
沙
耶
ち
ゃ
ん
は
突
然
、
水
を
か
け
ら
れ
た
犬
み
た
い
に
頭
を
ふ
る
っ
て
、
言
っ
た
。

「
ご
め
ん
」

わ
た
し
は
う
つ
む
い
た
ま
ま
、
だ
ま
っ
て
首
を
横
に
ふ
っ
た
。

「
う
う
ん
、
沙
耶
ち
ゃ
ん
が
あ
や
ま
る
こ
と
な
ん
か
、
ひ
と
つ
も
な
い
よ
」

「
…
…
」

 ③
気
ま
ず
い
空
気
に
わ
た
し
た
ち
は
、
一
瞬
だ
ま
り
こ
ん
だ
け
れ
ど
、
沙
耶
ち
ゃ
ん
が
そ
の
空
気
を
突
き
や
ぶ
る
よ
う
な
声
を
あ
げ
た
。

「
や
ば
い
、
ダ
メ
だ
よ
、
下
向
い
て
ち
ゃ
！
」

そ
し
て
、
お
ど
ろ
い
て
顔
を
あ
げ
た
わ
た
し
に
言
っ
た
。

「
海
か
ら
目
をⓐ
ハ
ナ
さ
な
い
で
、
漁
船
が
通
る
の
見
つ
け
な
き
ゃ
」

「
あ
、
そ
っ
か
」

と
、
わ
た
し
は
、
海
に
視
線
を
向
け
た
け
れ
ど
、
さ
っ
き
と
同
じ
く
、
目
の
前
に
広
が
る
そ
の
海
の
ど
こ
に
も
船
の
姿
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
ま
ま
何
も
変
わ
ら
ず
、
ど
の
く
ら
い
時
間
が
経た

っ
た
ろ
う
…
…
。
ふ
と
足
元
を
見
た
わ
た
し
は
、
は
っ
と
し
た
。
さ
っ
き
ま
で
見
え
て
い
た
足 

のⓑ
コ
ウ
が
、
す
っ
か
り
海
水
に
つ
か
っ
て
い
る
。
見
回
す
と
周
り
の
岩
場
も
、
半
分
が
海
の
中
に
し
ず
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

す
う
っ
と
血
の
気
が
引
き
、
恐
怖
に
体
が
こ
わ
ば
っ
た
。
目
だ
け
動
か
し
沙
耶
ち
ゃ
ん
を
見
る
と
、
と
う
に
沙
耶
ち
ゃ
ん
は
気
が
つ
い
て
い
た
よ
う
で
、④
何

も
言
わ
ず
に
か
た
い
表
情
で
う
な
ず
い
た
。
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